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ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
。

同
窓
生
の
皆
さ
ん
い
か
が
お

過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
一
年
も
色
々
な
事
が

あ
り
ま
し
た
。
昨
年
は
鏡
ヶ

丘
記
念
館
前
の
カ
ヤ
の
木
に

落
雷
が
あ
り
、
長
年
親
し
ま

れ
た
大
木
が
伐
採
さ
れ
る
と

い
う
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
卒
業
生
に
と
っ
て
思

い
出
深
い
旧
生
徒
会
館
の
解

体
が
行
わ
れ
、
そ
の
跡
地
が

更
地
と
な
り
ま
し
た
。
学
校

を
訪
問
し
た
卒
業
生
は
、
校

地
内
の
変
貌
を
見
て
驚
き
、

昔
日
の
思
い
に
駆
ら
れ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

弘
高
創
立
百
三
十
年
記
念
事

業
協
賛
会
設
立
か
ら
は
や
１
年

半
、
お
陰
様
で
３
２
０
０
万
円

を
超
え
る
寄
付
金
が
集
ま
り
ま

し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
は
も
と

よ
り
関
係
諸
氏
の
皆
様
に
は
、

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
校
舎
の
形
は

変
わ
り
ま
す
が
、
我
々
の
弘
高

魂
は
変
わ
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
の
新
聞
が
発
行
さ
れ
る
頃

に
は
大
先
輩
の
三
浦
雄
一
郎
さ

　

た
だ
目
標
額
の
５
６
０
０
万

円
に
は
ま
だ
足
り
な
い
現
状
で

す
。
２
月
か
ら
は
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
寄
付
が
可

能
に
な
り
ま
し
た
。

　

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、「
寄

付
金
の
お
願

い
」
に
カ
ー
ド

決
済
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
銀
行
や

郵
便
局
ま
で
足

を
運
ば
な
く
と

も
入
金
が
で
き

ま
す
。
何
卒
、

意
の
あ
る
と
こ

ろ
を
ご
理
解
く

だ
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
記
念

事
業
の
進
捗
状

況
に
つ
き
ま
し

　

今
後
も
、
先
輩
の
後
を
追
う

後
輩
が
母
校
か
ら
輩
出
さ
れ
て

ゆ
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

１
３
０
年
事
業
も
粛
々
と
推

進
さ
れ
、
鏡
ヶ
丘
記
念
館
は
委

員
の
皆
様
の
ご
尽
力
で
展
示
館

て
簡
単
に
説
明
い
た
し
ま
す
。

　

一
つ
目
は
、
土
地
寄
付
・
整

備
事
業
で
す
。
校
門
を
入
り
右

側
に
あ
る
土
地
の
本
校
卒
業
生

で
も
あ
る
持
ち
主
の
方
か
ら
、

土
地
の
寄
付
の
申
し
出
が
あ
り

ま
し
た
。
平
成
24
年
１
月
、
整

備
を
終
え
て
、
現
在
駐
車
場
と

し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

二
つ
目
は
、
記
念
誌
刊
行
事

業
で
す
。
平
成
22
年
10
月
、
記

念
誌
編
集
委
員
会
を
設
置
し
、

現
在
平
成
25
年
７
月
の
校
了
へ

向
け
て
原
稿
を
執
筆
中
で
す
。

　

三
つ
目
は
、
旧
生
徒
会
館
整

備
事
業
で
す
。
解
体
作
業
と
土

盛
り
を
終
え
、
25
年
度
の
倉
庫

新
築
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
へ

の
準
備
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

四
つ
目
は
、
鏡
ヶ
丘
記
念
館

整
備
・
活
用
事
業
で
す
。
平
成

23
年
か
ら
鏡
ヶ
丘
記
念
館
の
新

た
な
整
備
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

取
り
掛
か
り
ま
し
た
。
な
お
平

成
25
年
４
月
27
日
か
ら
29
日
ま

で
、
及
び
５
月
３
日
か
ら
５
日

　

さ
て
、
時
間
の
経
つ
の
も

早
い
も
の
で
、
創
立
１
３
０

年
の
記
念
式
典
10
月
５
日
も

も
う
間
近
で
す
。
１
３
０
年

式
典
を
盛
会
裡
に
終
え
る
た

め
に
も
多
数
の
会
員
が
式
典

に
参
列
し
て
く
れ
る
こ
と
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
例
年
７
月
の
第
一

土
曜
日
に
開
催
さ
れ
る
同
窓

会
総
会
も
１
３
０
年
記
念
式

典
に
合
わ
せ
て
同
日
開
催
し

ま
す
の
で
皆
さ
ん
奮
っ
て
出

席
さ
れ
、
母
校
の
創
立
１
３

０
年
を
祝
っ
て
下
さ
い
。
そ

れ
で
は
10
月
５
日
、
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

ま
で
特
別
公
開
し
好
評
を
博
し

ま
し
た
。
そ
し
て
10
月
１
日
か

ら
４
日
に
ま
た
特
別
公
開
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。

　

五
つ
目
は
、
記
念
式
典
で

す
。
本
校
第
一
体
育
館
を
会
場

と
し
、
平
成
25
年
10
月
５
日
に

開
催
し
ま
す
。

　

六
つ
目
は
記
念
祝
賀
会
で

す
。
式
典
と
同
日
、
ホ
テ
ル

ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

七
つ
目
は
、
ね
ぷ
た
制
作
・

運
行
で
す
。
創
立
百
三
十
年
記

念
ね
ぷ
た
を
運
行
す
る
予
定
で

す
。

　

さ
ら
に
、
寄
付
金
の
募
金
状

況
次
第
で
は
あ
り
ま
す
が
、
部

活
動
に
か
か
わ
る
設
備
と
用
具

の
充
実
等
も
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

皆
様
の
さ
ら
な
る
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
３
０
年
事
業
の
成
功
を

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
会
長

　
　
　
　
　
　

中
林

　
裕
雄（
昭
39
卒
）

第
25
号

公式ホームページ　http://kagamigaoka.com/　　　　　　　　　　　題字・故・鈴木忠雄名誉会長

第30回　鏡ヶ丘同窓会ゴルフコンペのご案内
　時下、新緑の候、同窓生各位、益々ご清勝のこととお慶
び申し上げます。
　扨、我々の先輩でありました坂田二郎氏が、創立100年
を記念して始まったゴルフコンペも、第30回目となりま
した。同窓の旧交を深めるべく、下記要項の通り、開催致
します。各同窓生の皆様へ、声を掛け合いご参加下さいま
すよう、ご案内申し上げます。

日　　時　平成25年７月６日（土）午前７時30分集合
　　　　　午前８時スタート（アウト、イン同時）
場　　所　津軽カントリークラブ　百沢コース
競技方法　18ホールストロークプレー（新ペリア方式）
会　　費　3,000円・プレー代各自（当日受付にて徴収）

■申込み方法
　幹事　太田宏明（昭和39卒）℡0172-32-4071
　　〃　大村嗣郎（昭和30卒）℡0172-38-3626

展示を強化し、リニューアルした鏡ヶ丘記念館

鏡ヶ丘ホームページ
ホームページ　URL http://kagamigaoka.com/
管理者メール　webmaster@kagamigaoka.com
実 行 委 員 長　大中　実（昭61卒）facebook開始

募金に大いなるご協力を募金に大いなるご協力を
ん
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
が
世
間

を
賑
わ
し
て
い
る
と
思
い
ま
す

が
、
昨
年
も
新
聞
紙
上
で
た
く

さ
ん
の
同
窓
生
の
活
躍
を
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。
ま
こ
と
に
弘

前
高
校
の
面
目
躍
如
た
る
思
い

が
あ
り
ま
す
。

ら
し
く
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
旧
生
徒
会
館
跡

地
は
、
将
来
生
徒
の
役
に
立
つ

施
設
が
建
設
さ
れ
る
予
定
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
事
業
基
金
が
足

り
ま
せ
ん
。
ど
う
か
今
一
度
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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同窓会名簿発刊のお知らせ
　鏡ヶ丘同窓会では昨年５年ぶりに同窓会名簿改訂版を発行しました。
　名簿をご希望の方は同窓会事務局〔電話 0172－32－8545（FAXも）〕にご連
絡下されば頒布いたします。
●B5版　約750頁
●価格　3,800円（消費税込み。発送費、振替手数料は別途）
◇ご注意　同窓会名簿は長年にわたり取引している㈱廣済堂にお願いし発行
しております。名簿について、㈱廣済堂以外からのハガキによる問い合わせ
があった際は、ご返答しないようにくれぐれもお願いいたします。

インターネットも利用可能に  ホームページ参照

創立百三十年記念事業進む

　

今
年
は
総
会
を
学
校
で
、
百
三
十
年
記
念
祝
賀
会
を
左
記

の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の

上
、
ご
出
席
下
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

式
典
へ
の
お
車
で
の
お
越
し
は
ご
遠
慮
下
さ
い
。

　

な
お
、
ご
出
席
さ
れ
る
方

は
、
同
封
い
た
し
ま
し
た
返

信
用
ハ
ガ
キ
を
事
務
局
ま
で

お
送
り
下
さ
い
。

　

同
窓
会
運
営
協
力
費
の

　

御
礼
と
お
願
い

　

毎
年
、
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
運

営
費
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
度

は
１
２
６
６
名
余
り
の
方
々

か
ら
４
３
５
万
円
を
超
え
る

協
力
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

誠
に
あ
り
が
た
く
、
衷
心
よ

り
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
協
力
金
は
会
報
の
発

行
・
発
送
、
ね
ぷ
た
制
作
援

助
、
全
国
大
会
出
場
者
へ
の

餞
別
、
各
支
部
同
窓
会
総
会

へ
の
旅
費
の
負
担
等
に
使
わ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
ご
協
力
の
程
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
協
力
費
は
年
間
一
口

千
円
で
、
一
口
以
上
、
何
口

で
も
結
構
で
す
。
同
封
の
振

替
用
紙
で
郵
便
局
か
ら
ご
送

金
下
さ
い
。
手
数
料
は
同
窓

会
が
負
担
し
ま
す
。

記
念
式
典
・
総
会
・
祝
賀
会
案
内

・
10
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分
よ
り

・
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル　

麗
峰
の
間

・
会
費　

七
千
円

鏡ヶ丘同窓会 検 索

9月末
まで!!

10月５日日程

記
念
講
演（
９
：
10
～
10
：
10
）

（
千
葉
貴
司
）

本
校　

第
一
体
育
館

記
念
式
典（
10
：
30
～
11
：
30
）

本
校　

第
一
体
育
館

同
窓
会
総
会

　
　
　
　
（
12
：
15
～
12
：
30
）

本
校　

第
二
体
育
館

祝
賀
会　
（
13
：
30
～
15
：
30
）

ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
キ
ャ
ッ
ス
ル

麗
峰
の
間
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一
期
一
会

一
期
一
会

部
長

　
野
宮

　
梨
沙

平
成
25
年
度  

大
学
入
試
に
つ
い
て

進
路
指
導
部

　
竹
内

　
義
雄

　

茶
道
部
は
、
３
年
生
が
卒
業

し
た
後
、
２
年
生
８
名
、
１
年

生
８
名
の
16
名
で
、
一
期
一
会

の
精
神
を
大
切
に
し
て
、
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
毎
週
木
曜
日

の
お
稽
古
と
弘
高
祭
で
の
お
茶

会
と
抹
茶
パ
フ
ェ
販
売
で
す
。

　

お
稽
古
は
、
夏
は
歴
史
あ
る

鏡
ケ
丘
記
念
館
で
、
冬
は
北
斗

　

昨
年
度
の
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
試
験
は
、
全
国
平
均
点

（
河
合
塾
推
定
）
が
９
０
０
点

圧
縮
型
で
、
理
系
が
５
６
３
点

（
昨
年
５
９
８
点
）、
文
系
が

５
４
２
点
（
昨
年
５
８
３
点
）

と
大
幅
に
下
が
っ
た
。
本
校
は

理
系
平
均
点
が
６
１
６
・
４
点
、

文
系
平
均
点
が
６
０
９
・
５
点

と
、
国
語
と
数
学
Ⅰ
Ａ
の
難
化

館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
初
め
は

難
し
い
と
感
じ
た
茶
道
の
作
法

も
、
お
稽
古
を
重
ね
る
う
ち
に

自
然
と
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弘
高
祭
で
の
お
茶
会

は
、
３
年
生
に
と
っ
て
最
後
の

お
茶
会
で
あ
り
、
今
年
は
私
た

ち
が
中
心
と
な
っ
て
開
く
と
思

う
と
、
一
期
一
会
の
お
茶
会

は
常
に
人
生
で
一
度
き
り

の
も
の
で
あ
る
と
心
得
て
、

至
福
の
時
間
を
過
ご
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
、
一
人

一
人
が
心
を
込
め
て
、
抹

茶
を
点
て
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
は
参
加

で
き
な
か
っ
た
京
都
の
家

元
見
学
に
今
年
こ
そ
参
加

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
一
期
一
会

の
精
神
を
忘
れ
ず
に
、
お

稽
古
に
励
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

の
影
響
を
受
け
た
。

　

し
か
し
、
難
関
大
へ
の
現
役

生
出
願
状
況
は
セ
ン
タ
ー
試
験

前
志
望
と
変
わ
ら
ず
、
ほ
と
ん

ど
出
願
し
た
。
結
果
は
東
京
大

１
名
、
東
工
大
１
名
、
一
橋
大

１
名
、
東
北
大
23
名
、
北
海
道

大
４
名
、
九
州
大
１
名
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
医
学
部
医
学
科
で

は
、
東
北
大
１
名
、
弘
前
大
13

　

水
泳
部
は
各
自
所
属
し

て
い
る
ス
イ
ミ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
で
大
会
へ
向
け
て

練
習
を
し
て
い
ま
す
。
昨

年
の
高
校
選
手
権
で
は

各
々
が
自
ら
の
力
を
出
し

切
り
、
総
合
で
の
入
賞
、

リ
レ
ー
で
の
東
北
大
会
へ

の
出
場
、
個
人
で
の
東
北

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
東

北
高
校
選
手
権
で
も
、
入

賞
は
な
ら
な
か
っ
た
も
の

の
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
が
で
き

る
最
高
の
レ
ー
ス
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
の
大
会

で
は
好
成
績
を
残
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
が
、
あ
く
ま
で
も

自
分
た
ち
の
上

に
は
た
く
さ
ん

水
泳
の
強
い
学

校
が
あ
り
ま
す
。

進
学
校
で
あ
る

た
め
、
強
豪
校

と
比
べ
て
練
習

量
が
少
な
い
こ
と
は
確
か
で
す

が
、
そ
の
短
い
練
習
時
間
を
生

か
す
た
め
に
集
中
し
て
練
習
に

取
り
組
み
、
技
術
を
高
め
、
昨

年
の
成
績
に
甘
ん
じ
る
こ
と
な

く
、
も
っ
と
上
を
目
指
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く

県
予
選
を
突
破
し
て
、
東
北
大

会
に
出
場
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
す
る
こ
と
を
目
標
に
こ

れ
か
ら
も
練
習
を
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
。

茶道部

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
目
標

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
目
標

３
年

　
三
浦

　
慶
己

水泳部

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

ccccccccccccccccccccccccccccc

つ
な
が
り
の
中
で

つ
な
が
り
の
中
で顧

問
　
兼
田

　
真
之

軟式野球部
　

軟
式
野
球
部
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
は
な
い
人
数

で
は
あ
る
が
、
日
々
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
活
発
に
練

習
し
て
い
る
。
生
徒
そ

れ
ぞ
れ
が
真
剣
に
目
標

に
向
か
う
一
方
で
、
和

や
か
な
雰
囲
気
も
あ
り
、

生
徒
は
本
当
に
野
球
を

楽
し
ん
で
い
る
。
そ
れ

が
力
と
な
っ
た
の
か
昨

年
度
、
夏
の
予
選
で
北

東
北
大
会
出
場
、
ま
た
、

３
年
生
引
退
後
の
新
チ
ー
ム
で

東
北
大
会
準
優
勝
の
結
果
を
残

す
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
の
東
北
大
会
の
期
間
中
、

選
手
た
ち
が
ス
タ
ン
ド
で
待
機

し
て
い
る
と
、
側
に
来
て
声
を

か
け
て
下
さ
っ
た
老
紳
士
が
い

た
。
話
を
伺
う
と
、
半
世
紀
以

上
前
に
弘
高
軟
式
野
球
部
で
活

躍
し
た
Ｏ
Ｂ
だ
と
仰
っ
て
い
た
。

　

高
校
生
活
に
お
い
て
何
か

に
真
剣
に
取
り
組
ん
だ
経
験

は
、
し
ば
し
ば
夢
の
よ
う
に
感

じ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

経
験
の
あ
る
者
は
時
を
経
て
な

お
、
そ
の
夢
の
よ
う
な
時
間
を

後
輩
と
共
有
で
き
る
の
か
も
し

れ
な
い
。
ス
タ
ン
ド

で
微
笑
む
老
紳
士
の

顔
を
見
て
、
先
輩
と

後
輩
が
同
じ
「
夢
の

中
」
で
つ
な
が
っ
て

い
る
の
を
垣
間
見
た

よ
う
な
気
が
し
た
。

同
窓
会
関
係
寄
贈
図
書
一
覧

（
２
０
１
２
．４
／
１
～
２
０
１
３
．３
／
30
）

▼
昭
38
卒　

大
中　
　

忠

　

弘
果
の
あ
ゆ
み　

40
周
年
記
念
誌

▼
昭
53
卒　

成
田　

佳
乃

　

十
五
代
目　

片
岡
仁
左
衛
門

▼
昭
37
卒　

長
内　
　

健

　

フ
ェ
ル
マ
ー
の
最
終
定
理
、
道
路
の

権
力
、
道
路
の
決
着
、
日
本
の
近
代

猪
瀬
直
樹
著
作
集
１
構
造
改
革
と
は

な
に
か

▼
昭
22
卒　

川
﨑　

吉
充

　

松
前
詰
合
日
記

▼
昭
42
卒　

今　
　

喜
典

　

中
小
企
業
金
融
と
地
域
振
興

▼
昭
49
卒　

福
井　

次
郎

　

マ
リ
リ
ン･

モ
ン
ロ
ー
は
な
ぜ
神
話

と
な
っ
た
の
か

▼
平
９
卒　

古
山
和
香
子

　

八
重
子
の
桜

▼
昭
27
卒　

原　

忠
三
郎

　

原
忠
三
郎
水
彩
画
集

▼
昭
45
卒　

平
田　

雅
博

　

世
界
史
の
な
か
の
帝
国
と
官
僚
、

ウ
ォ
ー
ラ
ー
ス
テ
イ
ン
、
帝
国
の
誕

生
、
衰
退
し
な
い
大
英
帝
国
、
虚
飾

の
帝
国
、
西
洋
史
の
新
地
平
、
イ
ギ

リ
ス
の
階
級
社
会
、
大
英
帝
国
の
オ

リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
、
帝
国
意
識
の
解

剖
学
、
い
ま
歴
史
と
は
何
か
、
イ
ギ

リ
ス
帝
国
と
世
界
シ
ス
テ
ム
、
日
本

の
福
祉
、
大
英
帝
国
と
帝
国
意
識
、

伝
統
・
逸
脱
・
創
造
、
過
ぎ
去
ろ
う

と
し
な
い
近
代
、
角
川
世
界
史
事
典

▼
昭
33
卒　

工
藤　

敏
行

　

茶
蘭
歩
乱
先
生
大
い
に
、
つ
ぶ
や
く

▼
昭
29
卒　

田
澤
千
代
子

　

四
月
の
よ
ろ
こ
び

▼
昭
27
卒　

田
伏　

正
義

　

科
学
に
お
け
る
ル
ネ
サ
ン
ス

■
退
職
／
教
諭
・
日
景
正
敏　

奈
良
和

子　

事
務
長
・
唐
牛
治　

技
能
主
事
・

阿
保
光
治
（
再
任
用
満
了
）

■
転
任
／
教
頭
・
奈
良
昌
孝（
五
所
川
原

工
業
高
校　

校
長
へ
）教
諭
・
中
村
佐

（
鰺
ヶ
沢
高
校　

教
頭
へ
）金
谷
克
憲

（
弘
前
南
高
校
）大
瀬
幸
治（
弘
前
南

高
校
）菊
池
敬（
三
本
木
高
校
）小
舘

浩
史（
弘
前
南
高
校
）毛
内
志
の
ぶ

（
弘
前
南
高
校
）杉
山
太
子（
八
戸
東

平
成
二
十
四
年
度

名
、
山
形
大
１
名
、
岩
手
医
科

大
１
名
の
計
16
名
が
合
格
し
た
。

来
年
度
も

・
規
律
あ
る
自
由

・
自
学
自
習

・
体
力
の
増
進

を
教
育
目
標
に
掲
げ
、
自
己
を

確
立
し
、
自
己
実
現
を
め
ざ
す

生
徒
を
育
成
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

卒
業
生
の
多
く
が
社
会
に
貢

献
し
、
有
為
な
人
間
と
な
る
こ

と
を
期
待
す
る
。

高
校
）杉
澤
雅
寿（
青
森
高
校
）臨
時
講

師
・
勘
林
登
貴
子（
青
森
商
業
高
校
）

■
転
入
／
教
頭
・
米
内
山
裕（
八
戸
高
校
）

教
諭
・
須
藤
さ
お
り
（
八
戸
西
高
校
）

三
浦
弥
和
子
（
田
名
部
高
校
）
小
山

花
恵
（
平
賀
西
中
学
校
（
交
流
人
事
））

落
合
宏
子
（
青
森
南
高
校
）
小
山
内

慎
悟
（
野
辺
地
高
校
）
清
藤
直
哉
（
弘

前
中
央
高
校
）
小
枝
泰
隆
（
青
森
戸

山
高
校
）
佐
藤
あ
ん
ず
（
黒
石
高
校
）

千
葉
栄
美
（
田
名
部
高
校
）
新
谷
雅

子
（
青
森
商
業
高
校
）
事
務
長
・
加

藤
栄
一
（
弘
前
中
央
高
校
）

一人一人が心を込めて

東北大会準優勝

もっと上を目指して
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造
詣
が
深
く
、
開
口
一
番
、
青

森
県
の
経
済
指
数
は
１
パ
ー
セ

ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
つ
ま
り
は
、
県
の
経
済
力

が
全
国
で
占
め
る
の
は
１
パ
ー

セ
ン
ト
だ
け
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
言
わ
れ
て
み
て
、
な
る
ほ

ど
と
思
う
こ
と
で
あ
る
。

  

講
演
の
中
で
、
面
白
い
と
思

わ
れ
た
の
に
、「
２
・
６
・
２
の

法
則
」
が
あ
っ
た
。
ど
の
集

団
に
も
当
て
は
ま

る
法
則
で
、
優
秀

な
人
が
２
割
、
普

通
の
人
が
６
割
、

ぱ
っ
と
し
な
い
人

が
２
割
、
と
い
う

の
で
あ
る
。
加
福

氏
自
ら
在
校
中
を

ぱ
っ
と
し
な
い
２

割
に
い
た
と
言
う

が
、
青
銀
の
入
社

試
験
に
、
大
学
か

ら
推
薦
が
も
ら
え

ず
、
一
般
で
試
験

　

弘
高
祭
と
ね
ぷ
た

髙
松

　
隆
清（
昭
32
卒
）

卒
業
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

　

加
福
氏
は
青
森
県
の
経
済
界

を
リ
ー
ド
す
る
青
森
銀
行
の
頭

取
を
務
め
、
そ
の
頂
点
を
極
め

た
男
で
あ
る
。
９
月
28
日
、
本

校
体
育
館
で
在
校
生
と
と
も
に
、

三
九
会
（
昭
39
卒
）
の
８
名
が

開
校
記
念
講
演
を
傍
聴
す
る
こ

と
が
出
来
た
。
演
題
は
「
愚
兄

か
ら
の
伝
言
」
と
、
思
い
っ
き

り
謙
遜
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

加
福
氏
は
、
経
済
に
対
す
る

を
受
け
、
三
市
以
外
に
赴
任
し

た
こ
と
を
話
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
後
の
語
ら
な
か
っ
た
経
歴

が
聞
き
た
い
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

彼
は
、
そ
の
後
の
努
力
に
よ
り

銀
行
の
ト
ッ
プ
に
ま
で
の
し
上

が
っ
て
い
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
こ
に
も
加
福
氏
の
謙
遜
や
羞

恥
が
あ
る
。

　

も
う
一
つ
、
お
も
し
ろ
か
っ

た
の
は
、仕
事
は
ラ
イ
ス
・
ワ
ー

ク
で
は
あ
る
が
、
そ
れ
が
ラ
イ

フ
・
ワ
ー
ク
と
な
り
、
ラ
イ
ト
・

ワ
ー
ク
と
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
話
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

ラ
イ
ト
・
ワ
ー
ク
の
ラ
イ
ト
と

は
、
人
生
の
目
標
で
あ
り
、
自

己
実
現
で
あ
る
、
と
語
る
。
納

得
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

会
場
の
同
期
生
、
講
演
を
聞

き
つ
つ
、
も
っ
と
高
校
時
代
に

勉
強
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
、
と

後
悔
す
る
こ
と
し
き
り
で
あ
っ

た
。
加
福
氏
に
は
、
こ
れ
ま
で

得
た
豊
富
な
知
識
や
実
践
を
今

後
も
機
会
あ
る
ご
と
に
語
っ
て

も
ら
い
た
い
。
講
演
が
終
っ
て
、

さ
ん
き
ゅ
う
会
は
加
福
氏
を
囲

む
慰
労
会
を
市
内
で
開
催
し
た
。

加
福
氏
の
講
演 

「
愚
兄
か
ら
の
伝
言
」

舘
田

　
勝
弘(

昭
39
卒)

　

写
真
は
昭
和
31
年
の
夏
第
３

回
弘
高
ね
ぷ
た
の
運
行
ス
ナ
ッ

プ
で
す
。
ね
ぷ
た
本
体
は
新
寺

町
ね
ぷ
た
を
借
り
た
も
の
で

す
。

　

昭
和
32
年
ま
で
「
弘
高
祭
」

は
自
治
会
行
事
で
学
校
行
事
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校

の
文
化
祭
を
生
徒
の
み
で
運
営

す
る
弘
高
の
自
治
会
は
他
校
の

羨
望
の
ま
と
で
し
た
。

　

ね
ぷ
た
運
行
で
は
自
治
会
役

員
と
応
援
団
幹
部
が
絶
大
な
力

を
持
っ
て
お
り
、
袴
を
着
用
で

き
る
の
は
彼
ら
だ
け
で
一
般
の

生
徒
は
制
服
制
帽
で
の
参
加
で

し
た
。
私
は
ど
う
し
て
も
袴
を

着
用
し
た
く
、
友
人
に
頼
ん
で

　
「
お
お
い
被
さ
っ
て
く
る
巌

城
岩
木
の
勢
い
に
鳥
肌
が
立
つ
。

眺
め
る
と
い
う
の
で
な
く
、
仰

ぎ
見
る
と
い
う
の
に
ふ
さ
わ
し

い
。
こ
こ
青
森
県
津
軽
で
の
岩

木
山
は
決
し
て
風
景
の
中
の
一

部
で
は
な
い
、
住
む
人
々
を
全

て
包
み
込
む
空
気
そ
の
も
の
で

あ
る
」―
―
で
始
ま
る
コ
ン
デ
・

俄
か
自
治
会
役
員
と
し
て
、
そ

の
想
い
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
運
行
コ
ー
ス
は
、学

校
か
ら
弘
前
駅
ま
で
行
き
大

町
土
手
町
を
経
由
し
て
□は
デ

パ
ー
ト
を
左
折
、桶
屋
町
の
坂

本
傔
三
先
生
の
自
宅
の
前
で
冷

た
い
水
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、

辻
坂
を
の
ぼ
っ
て
学
校
に
ゴ
ー

ル
イ
ン
。「
弘
高
祭
」は
10
月
６

日
の
創
立
記
念
日
前
後
に
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、昭
和
30
年

か
ら
３
学
期
制
と
な
っ
た
た
め

夏
休
み
前
に
行
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

全
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
が
ね
ぷ
た

を
出
す
よ
う
に
な
っ
た
の
は
昭

和
38
年
か
ら
で
し
た
。

コ
マ
物
語
は
柔
道
の
奇
才
「
前

田
光
世
」
の
「
巌
城
の
武も

の
の
ふ士

」

と
し
て
世
界
制
覇
に
勇
躍
壮
途

し
た
そ
の
情
熱
が
著
者
三
戸
建

次
（
さ
ん
き
ゅ
う
会
・
昭
39
卒
）

に
乗
り
移
っ
た
か
の
よ
う
に
始

ま
る
。

　

歴
史
の
進
展
は
常
に
後
に
続

く
を
信
じ
て
限
り
な
き
前
進
を

成
し
続
け
た
人
物
に
よ
っ
て
築

か
れ
て
き
た
。
今
ま
た
平
成
の

時
代
に
到
り
て
改
め
て
旧
制
弘

前
中
学
出
身
者
「
前
田
光
世
」

に
光
を
当
て
た
本
で
あ
る
。
格
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　　　　　平成19年４月　同行取締役頭取

　　　　　平成23年４月　同行取締役会長

平成24年度 開校記念講演
平成24年9月28日（金）



創立130年記念ねぷた運行創立130年記念ねぷた運行
7月17日（水）  詳細はホームページを御覧下さい。

鏡ヶ丘同窓会報編集委員を募集しています。（若干名）

希望の方は弘前高校渉外部までお電話下さい。0172-32-8545

闘
家
と
し
て
世
界
制
覇
を
な
し
、

日
本
人
移
民
の
ア
マ
ゾ
ン
河
流

域
で
の
開
拓
者
に
多
く
の
支
援

を
な
し
、
外
務
省
に
代
わ
っ
て

日
本
人
移
民
の
救
済
に
誠
心
誠

意
努
め
て
、
日
本
人
移
民
の
み

な
ら
ず
ブ
ラ
ジ
ル
人
か
ら
も
高

い
信
頼
を
得
る
活
躍
を
な
し
た
。

つ
い
に
は
故
郷
に
錦
を
飾
る
こ

と
な
く
、
そ
の
生
涯
を
ブ
ラ
ジ

ル
の
地
で
終
え
た
こ
と
に
熱
く

胸
を
打
つ
の
を
禁
じ
得
な
い
。

　

今
ま
で
に
行
わ
れ
た
顕
彰

は
、昭
和
31
年
に
弘
前
公
園
追

手
門
脇
と
生
誕
地
船
沢
に
記
念

碑
を
建
立
し
て
あ
っ
た
が
、「
前

田
光
世
」に
関
す
る
資
料
は
あ

ま
り
な
か
っ
た
。現
在
弘
前
公

園
追
手
門
の
す
ぐ
西
側
の
顕
彰

碑
は
隣
接
す
る
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

に
追
い
囲
ま
れ
た
状
況
と
な
っ

て
お
り
巌
城
の

武
士
を
顕
彰
す

る
に
は
十
分
な

配
慮
に
欠
け
て

い
る
状
態
で
あ

る
。

　

著
者
は
中
学

校
教
育
に
携

わ
っ
て
き
た
が
、弘
前
市
船
沢

中
学
校
校
長
に
赴
任
し
、船
沢

に
生
ま
れ
た
柔
道
の
異
才「
前

田
光
世
」の
存
在
を
中
学
教
育

に
生
か
そ
う
と
い
う
思
い
で
取

り
組
み
を
始
め
た
。地
元
船
沢

の
子
供
た
ち
に
ま
ず
そ
の
存
在

と
す
ば
ら
し
さ
を
認
識
さ
せ
る

こ
と
か
ら
取
り
組
ん
だ
。武
道

場
に
は「
コ
ン
デ
・
コ
マ（
コ
マ

伯
爵
）」の
巨
大
肖
像
パ
ネ
ル
と

「
巌
城
の
武
士
」の
額
を
設
置
し

た
。続
い
て
平
成
15
年
10
月
コ

ン
デ
・
コ
マ
の
生
誕
地
船
沢
と

終
焉
の
地
ア
マ
ゾ
ン
の
子
供
た

ち
と
の
国
際
交
流
を
思
い
立

ち
、ア
マ
ゾ
ン
へ
旅
立
っ
た
。マ

ナ
ウ
ス
の「
ジ
ョ
セ
フ
ィ
ナ
校
」

と
壁
新
聞
、絵
画
の
交
流
が
始

ま
っ
た
。平
成
20
年
６
月
に
は

生
誕
１
３
０
年
を
記
念
し
、ベ

レ
ン
を
訪
問
し
墓
参
を
行
っ

た
。そ
の
折
弔
詞「
巌
城
の
武

士
」を
読
誦
し
、奉
納
演
武「
日

本
剣
道
形
」を
演
じ
、故
郷
の
小

川
の
水
を
注
い
で
い
る
。

　

今
回
の
出
版
を
機
会
に
多
数

の
人
に
読
ま
れ
、
巌
城
の
下
に

多
数
の
「
天
下
の
賢
」
の
出
現

を
期
す
も
の
で
あ
る
。

発
行
・
路
上
社
（
注
文
は
察

０
１
７
２
・
36
・
８
８
５
８
ま
で
）

巌
城
の
武も

の
の
ふ士
を
顕
彰
す
る

『
コ
ン
デ
・
コ
マ
物
語   

　
　
　
　
』発
刊
！

著
者
・
三
戸
建
次（
昭
39
卒
）

サッカー部キャプテンでした

柔
道
世
界
制
覇
と

ア
マ
ゾ
ン
開
拓

祖父尼賢一
（昭30卒）
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「
下
駄
を
預
け
ま
す
」。
一
見

無
責
任
な
、
し
か
し
、
鏡
ヶ
丘

同
窓
会
ら
し
い
重
み
の
あ
る
こ

の
一
言
が
幹
事
学
年
の
始
ま
り

で
し
た
。
１
年
１
年
幹
事
学
年

が
近
づ
い
て
く
る
の
を
ヒ
シ
ヒ

シ
と
感
じ
な
が
ら
も
、
そ
れ
が

現
実
と
な
っ
た
瞬
間
で
し
た
。

毎
年
の
出
席
者
が
２
、３
人
程

度
の
我
が
学
年
。
こ
れ
で
は
マ

ズ
イ
と
一
年
前
の
総
会
に
仲
間

を
集
め
、
40
人
余
で
参
加
し
、

「
さ
て
来
年
、
何
や
る
ば
」。
し

か
し
、
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、

来
年
の
こ
と
よ
り
も
今
の
こ
と

で
盛
り
上
が
り
、「
次
集
ま
る

時
ま
で
に
考
え
て
お
く
べ
。」

と
い
う
お
決
ま
り
の
パ
タ
ー
ン

へ
。そ
の
後
何
度
か
集
ま
る
も
、

　

毎
年
、
７
月
最
後
の
土
曜
日

に
同
期
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

24
年
に
は
喜
寿
の
祝
と
い
う
の

で
、
全
国
各
地
か
ら
60
人
の
参

加
が
あ
り
、
会
が
盛
大
に
開
か

れ
ま
し
た
。

　

還
暦
に
は
１
２
２
名
が
集

合
、
毎
年
50
名
前
後
の
参
加
が

あ
り
ま
す
。

　

菊
池
孝
君
の
教
え
子
、
護
国

神
社
の
齊
藤
宮
司
に
よ
る
お
祓

　

卒
後
57
年
と
も
な
る
と
、

こ
の
世
に
別
れ
を
告
げ
た
人

も
多
く
、
つ
れ
あ
い
を
亡
く

し
た
人
、
自
身
の
病
気
を
は

じ
め
、
家
族
の
病
気
な
ど
が

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
は
米
寿
を
目
指
し

「
死
ぬ
ま
で
生
き
る
？
」
と

い
う
気
持
ち
で
、
健
康
に
留

意
し
て
、
再
会
を
祈
願
し
て

散
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

因
み
に
30
会
生
の
卒
業
証

書
は
、
校
長
藤
森
睿
に
よ
る

唯
一
の
も
の
で
す
。

卒
業
し
て

卒
業
し
て
2020
年
、初
同
期
会
開
催

年
、初
同
期
会
開
催

五
十
嵐
喜
代
敬

五
十
嵐
喜
代
敬（
平
５
卒
）

（
平
５
卒
）

3030
会
喜
寿
を
祝
う

会
喜
寿
を
祝
う

鳴
海

　
弘
憲

鳴
海

　
弘
憲（
昭
（
昭
3030
卒
）
卒
）

三
一
会・

三
一
会・観観か

ん
ご
う
か
い

か
ん
ご
う
か
い

桜
会
桜
会
に
集
合

に
集
合

『
継
続
す
る
文
化
』

『
継
続
す
る
文
化
』

校
長

　

校
長

　
古
山

　
哲
司

古
山

　
哲
司

藤
木

　
義
行

藤
木

　
義
行（
昭
（
昭
3131
卒
）
卒
）

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

44444444444444444444444444

44444444444444444

44444444444444444

10
月
５
日（
土
）

同
窓
会
総
会
・
祝
賀
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

　

現
在
、
弘
前
高
校
に
は
平
成

5
年
卒
の
仲
間
が
、
私
も
含
め

て
4
名
勤
務
し
て
い
ま
す
。
学

校
で
は
特
異
な
存
在
と
揶
揄
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
そ
の

4
名
が
一
念
発
起
し
、
同
期
会

実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
度
重
な
る
綿
密
な
打
合
せ

と
名
簿
制
作
作
業
等
を
経
て
、

初
め
て
の
同
期
会
を
開
催
す
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
１
月
２

日
、
弘
前
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
、

90
名
の
参
加
者
と
学
年
主
任
柳

　

我
々
が
弘
高
を
卒
業
し
た
の

は
、
昭
和
31
年
。
そ
の
た
め
会

の
名
称
を
「
三
一
会
」
と
称
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、「
東
京
三
一
会
」

の
仲
間
か
ら
、
何
十
年
振
り
か

で
「
弘
前
の
観か

ん
ご
う
か
い

桜
会
」
に
行
く

　

同
窓
生
の
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。
３
月
１

日
の
卒
業
式
で
は
２
７
８
名

の
大
鵬
が
大
空
に
羽
ば
た
い

て
行
き
ま
し
た
。
彼
ら
も
ま

た
、
先
輩
達
と
同
様
飛
び

立
っ
た
先
々
で
大
い
に
活
躍

す
る
で
あ
ろ
う
と
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
４
月

６
日
に
は
新
た
に
２
８
０
名

の
新
入
生
を
迎
え
、
新
し
い

年
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
す

が
、
私
た
ち
教
職
員
一
同
は

鵬
の
雛
を
育
て
る
喜
び
と
感

激
を
胸
に
張
り
切
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
日
本
の
社
会
や
国

際
情
勢
は
混
沌
と
し
て
お
り

町
誠
也
先
生
を
始
め
、
長

内
崇
先
生
、
三
橋
栄
蔵
先

生
、
木
田
多
聞
先
生
、
森

内
勇
治
先
生
、
以
上
5
名

の
恩
師
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
1
次
会
・

2
次
会
と
も
、
料
理
に
ほ

と
ん
ど
口
を
つ
け
ず
、
当

時
の
思
い
出
話
や
仕
事
の

こ
と
、
家
族
の
こ
と
な
ど

を
話
し
ま
し
た
。次
の
日
、

喉
が
枯
れ
て
い
た
の
は
、

自
分
だ
け
で
は
な
か
っ
た

か
ら
、
地
元
・
弘
前
の
連
中
も

一
緒
に
ど
う
か
、
と
い
う
話
が

平
成
24
年
の
正
月
頃
に
あ
り
ま

し
た
。
早
速
地
元
の
仲
間
に
も

連
絡
し
、
４
月
29
日
午
後
２
時

に
、
弘
前
公
園
追
手
門
に
集
合

と
な
り
ま
し
た
。

激
し
い
変
化
が
訪
れ
る
気
配
を

漂
わ
せ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
に

呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
教
育
界

も
新
し
い
制
度
や
仕
組
み
が
検

討
さ
れ
、
そ
の
内
容
の
報
道
が

毎
日
の
よ
う
に
目
や
耳
に
入
っ

て
き
て
お
り
ま
す
。

　

集
ま
っ
た
の
は
約
30
名
、
74

歳
と
な
っ
た
今
、
殆
ど
の
人
の

頭
が
薄
く
な
り
、
中
に
は
高
校

卒
業
以
来
56
年
ぶ
り
に
逢
う
人

も
い
て
、
半
分
は
名
前
と
顔
が

一
致
せ
ず
、「
俺
だ
」「
お
前
誰

だ
っ
け
」と
や
り
取
り
が
続
き
、

握
手
や
抱
き
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
健
勝
を
確
か
め
合
い
ま
し

た
。

　

遅
れ
気
味
の
桜
も
２
、３
日

前
か
ら
の
高
温
で
７
分
咲
と
な

り
、
公
園
内
の
散
策
は
気
分
最

高
で
し
た
。

　

一
行
は
、
記
念
写
真

を
撮
り
な
が
ら
公
園
を

一
巡
し
て
、「
亀
甲
門
」

の
向
か
い
に
あ
る
石
場

家（
重
要
文
化
財
指
定
）

に
入
り
ま
し
た
。
石
場

家
の
当
主
も
同
期
生
な

の
で
、
早
速
板
敷
の
大

広
間
で
、
地
酒
の
１
升

瓶
を
回
し
て
の
酒
盛
り

が
始
ま
り
、
昔
話
に
花

が
咲
き
、
予
定
時
間
を

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

午
後
５
時
か
ら
、
公

る
機
会
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
ま
た
、在
校
生
に
は「
世

の
中
の
激
し
い
変
化
」
に
も
ま

れ
な
が
ら
も
守
り
通
し
て
き
た

弘
前
高
校
の
精
神
を
感
じ
取
っ

て
も
ら
い
た
い
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。
万
物
は
時
の
流
れ
と
共

三
一
会

平
五
会

30
会

度
の
節
目
で
あ
る
創
立
記
念

の
年
で
あ
ろ
う
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
し
て
生
徒
に
は

節
目
の
年
に
弘
高
生
と
し
て

在
籍
し
て
い
る
こ
と
の
幸
せ

を
実
感
で
き
る
よ
う
な
一
年

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

同
窓
生
の
皆
様
に
は
創
立
記

念
行
事
に
ご
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か
ら

育
つ
若
い
鵬
た
ち
を
応
援
し

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
切
願

し
て
お
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

鏡
ヶ
丘
同
窓
会
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
同
窓
生
の
皆
様

方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

結
局
は
飲
ん
で
、
盛
り
上
が
っ

て
、
先
に
は
進

ま
ず
…
。

　

幸
い
に
も
、

我
が
学
年
に
は

弘
高
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
と
副
会
長
を

経
験
し
た
最
強

の
コ
ン
ビ
が
。

　

こ
の
二
人
が

中
心
に
な
っ

て
、
今
の
弘
高

の
姿
を
映
し
た

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作

し
た
り
、
替
え

歌
を
作
っ
た
り

と
奮
闘
し
ま
し

た
が
、
総
会
直

前
ま
で
、
Ｄ
Ｖ

い
の
あ
と
、
現
存
す
る
た
だ
一

人
の
恩
師
佐
藤
圭
一
郎
先
生
の

ご
あ
い
さ
つ
と
乾
杯
の
ご
発
声

に
よ
り
宴
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
記
念
品
は
、
平
山
萬

年
堂
作
製
の
「
タ
カ
丸
く
ん
」

の
鉛
筆
を
配
り
好
評
で
し
た
。

因
み
に
還
暦
と
古
希
の
時
は
、

赤
、
白
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
時
に
は

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
１
枚

と
趣
向
を
凝
ら
し
て
い
ま
す
。

  

さ
て
、
平
成
25
年
度
は
い
よ

い
よ
「
創
立
百
三
十
年
」
の
節

目
を
む
か
え
る
年
で
あ
り
、
弘

中
・
弘
高
同
窓
生
の
皆
様
に
、

時
代
と
と
も
に
「
世
の
中
の
激

し
い
変
化
」
に
も
ま
れ
な
が
ら

も
脱
皮
を
繰
り
返
し
て
き
た
弘

前
高
校
の
現
在
の
姿
を
披
露
す

に
変
化
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま

す
が
、
弘
高
に
は
継
続
す
る
文

化
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
が
な
け

れ
ば
、
時
代
や
校
長
が
変
わ
る

た
び
に
学
校
が
ゼ
ロ
に
リ
セ
ッ

ト
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
長
い

間
受
け
継
い
で
き
た
も
の
は
何

か
を
探
る
機
会
が
、
10
年
に
一

園
に
参
集
し
な
か
っ
た
仲
間
も

参
加
し
て
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー

キ
ャ
ッ
ス
ル
で
恩
師
の
「
中
村

哲
郎
先
生
と
佐
藤
圭
一
郎
先

生
」
を
交
え
、
60
名
で
同
期
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

東
京
方
面
か
ら
の
参
加
は
、

都
内
、
横
浜
、
千
葉
等
か
ら
約

30
名
、
弘
前
の
こ
と
や
関
東
方

面
の
こ
と
な
ど
、話
は
つ
き
ず
、

次
会
は
弘
前
か
ら
東
京
へ
行
く

案
も
出
て
、
楽
し
い
楽
し
い
同

期
会
と
な
り
ま
し
た
。

Ｄ
の
編
集
や
、
歌
詞
の
手
直
し

な
ど
て
ん
や
わ
ん
や
。

　

そ
れ
で
も
、
総
会
当
日
は
、

大
勢
の
同
期
の
仲
間
に
助
け
ら

れ
、
実
行
委
員
長
の
大
役
を
務

め
ら
れ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。

　

鏡
ヶ
丘
伝
統
の
下
駄
は
、
次

の
幹
事
学
年
に
預
け
ま
し
た
。

こ
の
下
駄
が
後
輩
た
ち
に
受
け

継
が
れ
て
い
く
こ
と
を
信
じ
て

い
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。
次
の
開
催
が
、

楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
24
年
度
総
会

昨
年
の
総
会
仕
切
り
ま
し
た

佐
藤

　
記
一（
昭
57
卒
）

自作の替え歌で大合唱

恩師との再会に笑顔

74歳健勝を確かめあった観桜会 米寿の再会を祈願して
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獅
子
の
会
は
、
各
年
代
の
同

窓
会
同
様
に
卒
業
年
次
の
語
呂

合
わ
せ
で
今
泉
良
郎
会
長
（
第

２
代
）
の
時
に
名
付
け
ら
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
歩
み
は
、
最
初

に
卒
後
10
年
の
昭
和
54
年
に
開

催
、
第
２
回
目
は
節
目
の
卒
後

20
年
の
平
成
元
年
に
盛
大
に
開

催
し
、
そ
の
後
は
、
会
員
の
要

望
か
ら
８
月
14
日
に
毎
年
開
催

す
る
こ
と
と
し
、
現
在
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。
参
加
者
は
毎
回

45
名
前
後
で
す
が
、
平
成
16
年

頃
か
ら
、
た
だ
集
ま
っ
て
酒
を

飲
む
だ
け
で
は
、
参
加
者
が
頭

打
ち
に
な
り
マ
ン
ネ
リ
化
し
て

い
る
の
で
は
と
い
う
意
見
か
ら
、

平
成
18
年
、
19
年
と
、
会
員
で

あ
る
平
尾
雄
三
氏
に
薩
摩
琵
琶

を
演
奏
し
て
も
ら
い
、
懇
親
会

　

関
西
同
窓
会
は
、
４
月
の
学

生
会
と
10
月
の
総
会
で
年
２
回

開
催
さ
れ
、
弘
前
高
校
卒
の
関

西
在
住
の
方
が
主
に
ご
参
加
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
毎
回
現
弘
前

高
校
教
員
の
方
も
遠
方
よ
り
ご

参
加
し
て
く
だ
さ
り
、
大
学
生

か
ら
定
年
退
職
さ
れ
た
方
ま
で

様
々
な
年
代
の
方
が
集
ま
る
賑

や
か
な
宴
会
で
す
。

　

私
、
学
生
の
立
場
か
ら
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
こ
の

よ
う
に
様
々
な
年
代
や
職
業
の

方
と
お
話
で
き
る
機
会
と
い
う

の
は
非
常
に
貴
重
な
も
の
で

　
「
あ
だ
な
る
文
化
を
よ
そ
に

し
て 

吹
雪
花
散
る
鷹
城
に 

剛

気
の
姿
堂
々
と 

た
て
る
健
児

の
一
千
名
」
と
歌
っ
て
昭
和
27

年
に
卒
業
し
ま
し
た
。
途
中
併

設
中
学
校
に
入
学
し
、
更
に
は

４
年
間
下
級
生
の
居
な
い
寂
し

い
生
活
を
強
い
ら
れ
、
信
義
の

大
道
を
闊
歩
し
て
参
り
ま
し
た
。

現
在
の
二
七
会
会
長
は
、
前
弘

前
商
工
会
議
所
会
頭
の
新
戸
部

満
男
氏
で
勇
往
邁
進
、
温
厚
篤

実
の
精
神
で
同
期
を
導
い
て
い

ま
す
。
定
期
総
会
は
毎
年
五
月

第
四
土
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
が
、
最
近
の
出
席
者
は
40
名

前
後
と
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

健
康
に
留
意
し
て
永
く
続
け
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

　

去
る
平
成
24
年
11
月
14
日
、

年
に
一
度
の
鏡
ヶ
丘
同
窓
会
青

森
支
部
総
会
が
、
中
林
同
窓
会

会
長
、
古
山
学
校
長
、
福
井
教

諭
を
来
賓
に
迎
え
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

青
森
市
内
に
在
住
す
る
同
窓

生
は
、
過
去
に
同
窓
会
名
簿
か

ら
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
た
と
こ
ろ

約
９
０
０
名
お
り
ま
す
が
、
残

念
な
が
ら
皆
さ
ん
に
御
案
内

す
る
の
は
困
難
で
あ
り
、
ま

た
、
若
い
方
々
の
同
窓
会
離
れ

も
あ
っ
て
、
総
会
へ
の
参
加
者

集
め
に
は
毎
年
苦
労
い
た
し
ま

す
。

　

そ
ん
な
中
、
常
連
参
加
会
員

か
ら
の
御
紹
介
や
同
じ
職
場
で

の
声
が
け
な
ど
を
通
じ
て
、
平

成
24
年
度
の
総
会
は
、
昭
和
19

年
卒
か
ら
平
成
７
年
卒
ま
で
の

会
員
50
数
名
が
、
世
代
を
超
え

て
交
流
し
ま
し
た
。

　

特
に
こ
こ
数
年
は
、
平
成
５

年
以
降
の
卒
業
生
も
参
加
い
た

場
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
平
成
20
年
に
は
、

還
暦
間
近
と
い
う
こ
と
で
、「
私

の
年
金
講
座
」
を
行
い
、
翌
年

の
平
成
21
年
は
、
卒
後
40
年
の

節
目
で
も
あ
る
こ
と
か

ら
、
待
望
の
親
父
バ
ン

ド
が
登
場
す
る
の
で
あ

り
ま
す
。
き
っ
か
け
は
、

私
達
が
中
学
生
時
代
に

出
て
来
た
ビ
ー
ト
ル
ズ
、

ベ
ン
チ
ャ
ー
ズ
か
ら
グ

ル
ー
プ
サ
ウ
ン
ド
に
至

り
成
長
し
て
来
た
世
代

で
あ
れ
ば
、
必
然
的
に

エ
レ
キ
バ
ン
ド
だ
べ
と

い
う
声
か
ら
、
当
初
は

ギ
タ
ー
と
若
干
の
ボ
ー

カ
ル
で
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
が
、
何
か
が
足
り

す
。
大
学
時
代
と
い
う
の
は
こ

の
先
の
進
路
に
関
し
て
多
種
多

様
な
可
能
性
を
含
ん
で
お
り
、

逆
に
言
え
ば
安
定
し
な
い
時
期

で
は
あ
り
ま
す
が
、
同
窓
会
の

場
を
お
借
り
し
て
先
達
の
方
の

お
話
を
色
々
参
考

に
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
が
で
き
、

多
く
の
こ
と
を
学

ん
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
窓
生
と

い
う
だ
け
で
自
然

と
打
ち
解
け
合
え

る
部
分
が
あ
る
も

ま
で
お
世
話
に
な
っ
た
恩
師
の

先
生
方
は
、
今
は
誰
も
お
り
ま

せ
ん
が
、
特
に
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
の
は

特
別
会
員
に
な
っ
て

い
た
だ
い
た
鈴
木
正

雄
先
生
で
す
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　

最
近
の
活
動
を
一

部
紹
介
し
ま
す
と
、

奥
様
同
伴
の
懇
親
会

の
開
催
、
同
期
の
早

良
哲
夫
氏
（
元
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ア
ジ
ア
太
平
洋
連

合
報
道
部
長
）の「
中

東
和
平
と
レ
バ
ノ
ン

内
戦
を
取
材
し
て
」

の
貴
重
な
講
演
、
更

だ
く
よ
う
に
な
り
、
青
森
支
部

に
も
、
少
し
ず
つ
新
し
い
風
が

吹
き
込
ん
で
き
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

御
多
分
に
も
れ
ず
、
同
窓
会

で
は
先
輩
に
頭
が
上
が
ら
な
い

も
の
で
、
そ
の
日
の
中
締
め
で

は
、
指
名
さ
れ
た
会
員
が
、
同

じ
野
球
部
で
平
成
卒
の
若
い
後

輩
を
壇
上
に
呼
び
出
し
、
校
歌

の
大
合
唱
、そ
し
て「
フ
レ
ー
！

フ
レ
ー
！　

弘
高
！
」
の
大

エ
ー
ル
と
、
会
場
の
み
ん
な
を

巻
き
込
ん
で
、
大
い
に
盛
り
上

げ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
先
輩
風
を
吹
か
せ
る
こ

と
も
、
そ
れ
に
従
い
な
が
ら
も

な
ん
だ
か
う
れ
し
い
気
持
ち
に

な
る
こ
と
も
、
同
窓
会
の
魅
力

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

バ
ン
カ
ラ
・
も
つ
け
魂
が
受

け
継
が
れ
て
き
た
同
窓
会
に
、

更
な
る
新
し
い
風
が
吹
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

な
い
と
実
感
し
、
名
ド
ラ
マ
ー

の
堀
内
氏
を
招
へ
い
し
て
バ
ン

ド
の
ス
タ
イ
ル
を
確
立
し
ま
し

た
。「
ザ
・
サ
ン
セ
ッ
ツ
」
と

バ
ン
ド
名
も
決
ま
り
、
付
け
足

し
で
私
も
ボ
ー
カ
ル
と
し
て
参

加
し
、
昨
年
11
月
に
市
内
で
80

人
の
聴
衆
を
集
め
公
開
練
習
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
も
獅
子
の

会
と
伴
に
乞
う
御
期
待
を
!!

「
獅
子
の
会
」見
参

「
獅
子
の
会
」見
参
!!!!

第
７
代
会
長

　

第
７
代
会
長

　
藤
田

　
道
昭

藤
田

　
道
昭（
昭
（
昭
4444
卒
）
卒
）

賑
わ
う
関
西
同
窓
会

賑
わ
う
関
西
同
窓
会

関
西
学
生
会
長

　
京
都
大
学
理
学
部

　
　

関
西
学
生
会
長

　
京
都
大
学
理
学
部

　
　

加
賀
屋
宗
志

加
賀
屋
宗
志（
平
（
平
2222
卒
）
卒
）

新
し
い
風

新
し
い
風

藤
田

　
卓
也

藤
田

　
卓
也（
昭
（
昭
4747
卒
）
卒
）

!!!!
最
後
の
弘
中
健
児

最
後
の
弘
中
健
児
!!!!

境
　
淳
一
郎

境
　
淳
一
郎（
昭
（
昭
2727
卒
）
卒
）

む
か
し
な
つ
か
し

む
か
し
な
つ
か
し
バ
ン
カ
ラ
総
会
！

バ
ン
カ
ラ
総
会
！

松
井

　
睦
朗

松
井

　
睦
朗（
昭
（
昭
3636
卒
）
卒
）
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4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
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4
4
4
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4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

44444444444444444444444444444444444444444444

44444444444444444444444444444

10
月
５
日（
土
）

同
窓
会
総
会
・
祝
賀
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う

　

か
つ
て
尾
上
支
部
は
「
鏡
ヶ

丘
尾
上
町
同
窓
会
」
と
い
う
会

名
だ
っ
た
。
昭
和
の
終
わ
り
頃

ま
で
は
、
会
長
が
学
帽
を
か

ぶ
っ
て
マ
ン
ト
を
羽
織
り
、
高

下
駄
を
は
い
て
登
壇
す
れ
ば
総

会
の
開
会
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
い
た
。

　

当
時
の
会
長
は
清
藤
勇
吉
氏

（
大
８
年
）
で
先
代
支
部
会
長

の
清
藤
勇
也
氏
の
ご
尊
父
で
あ

る
。
勇
吉
会
長
の
名
挨
拶
も
今

は
断
片
し
か
覚
え
て
い
な
い
が

「
弘
中
・
弘
高
健
児
の
バ
ン
カ

ラ
を
発
揮
し
、
世
界
平
和
の
為

に
奮
闘
し
よ
う
！
…
…
先
輩
後

輩
の
へ
だ
て
な
く
、
昔
の
悪
童

に
返
っ
て
、
杯
を
交
わ
そ
う
、

楽
し
も
う
！
」
で
乾
杯
し
、
無

礼
講
が
始
ま
る
。
弘
中
・
弘
高

と
描
い
た
紅
白
の
旗
を
振
り
、

太
鼓
を
打
ち
鳴
ら
し
、
校
歌
・

応
援
歌
が
放
歌
高
吟
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

　

勇
吉
会
長
が
満
93
歳
で
逝
去

さ
れ
た
の
が
平
成
５
年
。
そ
の

年
を
前
後
し
て
平
成
４
年
か
ら

７
年
ま
で
総
会
は
開
か
れ
な

か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
当
会

に
は
規
約
が
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

会
長
が
数
人
の
有
志
た
ち
と

話
し
合
い
、
地
元
同
窓
生
を
招

集
（
？
）
し
て
総
会
を
開
催
し

尾
上
支
部

獅
子
の
会

関
西
同
窓
会

青
森
支
部

二
七
会

に
は
、
今
年
５
月
に
80
歳
を
記

念
し
て
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
挑

む
三
浦
雄
一
郎
氏
。
ど
う
か
元

気
な
姿
で
帰
っ
て
来
る
事
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

!!
や
ー
や
ど
ー
!!

の
で
、
関
西
に
い
る
と
な
か
な

か
話
す
機
会
の
な
い
津
軽
弁
を

話
せ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

み
な
さ
ん
様
々
な
会
話
を
楽
し

ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
仙
台
や
関

東
の
同
窓
会
と
比
べ
関
西
は
な

か
な
か
人
数
が
集
ま
ら
な
い
の

で
す
が
、少
人
数
な
ら
で
は
の
、

家
族
的
で
楽
し
い
宴
会
に
な
る

よ
う
努
め
て
お
り
ま
す
。

て
い
た
の
で
あ
り
ま
す
。

　

後
に
そ
の
有
志
達
の
熱
意
で

平
成
８
年
４
月
に
「
鏡
ヶ
丘
同

窓
会
尾
上
支
部
」
と
し
て
総
会

が
再
開
さ
れ
、
支
部
会
長
に
は

清
藤
勇
也
氏
（
昭
28
卒
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
本
部
同
窓
会

の
副
会
長
の
要
職
を
兼
務
さ
れ

な
が
ら
一
昨
年
の
３
月
に
病
で

ご
逝
去
さ
れ
る
ま
で
15
年
間
勤

め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
８
年
以
来
総
会
日
は
毎

年
４
月
29
日
（
祭
日
）
と
決
め
、

会
場
も
猿
賀
神
社
宮
司
の
山
谷

敬
氏
（
昭
43
卒
）
の
ご
好
意
を

得
て
神
社
社
務
所
を
使
用
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

昨
年
度
の
総
会
で
は
小
田
切

克
彦
氏
（
昭
37
卒
）
が
満
場
一

致
の
賛
成
を
得
て
新
支
部
会
長

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

後
記
に
て
礼
を

逸
す
る
の
で
あ
り

ま
す
が
、
毎
年

我
々
の
支
部
総
会

に
同
窓
会
会
長
な

ら
び
に
学
校
長
及

び
渉
外
部
の
先
生

方
の
ご
臨
席
を
賜

り
深
く
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

（
因
み
に
当
支
部

に
は
会
員
名
簿
、

役
員
名
簿
は
あ
る

が
、
規
約
は
ま
だ

存
在
し
な
い
。）

ザ・サンセッツの演奏津軽弁満開でした

三浦雄一郎と同期　まだまだ元気！

毎年猿賀神社で開催
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平成24年４月１日～平成25年３月31日（渉外部確認済みのみ掲載）

平成24年度　鏡ヶ丘同窓会会務報告

間山　重嗣
三浦　一雄
横山　文夫
吉岡　利忠
吉岡久美子
昭和37年通
和泉　正二
昭和38年
赤川　正広
虻川　　勝
阿保　耀子
梅田　　隆
江森佳世子
大塚　三朗
大中　　忠
大和田　強
小山内英尚
葛西　　修
片岡　　滋
鎌田　徹郎
唐牛　孝之
河合　文男
工藤美穂子
古村　一雄
斎藤　　徹
斉藤　啓子
齋藤佐武朗
櫻庭　秀俊
佐々木誠司
色摩　明子
神　　敏勝
鈴木　弘武
清野　耕司
田辺　義弘
田畑志津子
戸澤　義夫
戸澤　　忠
長妻　恵子
中野　善壽
中村　元彦
鳴海　邦碩
西川　勝彦
西谷　　洌
乳井　　雄
野呂　昌男
萩野　道夫

橋本　郁子
橋本　禎嗣
平山　　脩
福士　修成
福田　孝志
藤田　征芳
藤田　幸直
松田　恒蔵
水木　蓉子
盛永　恵子
柳田　晴夫
山内　敏之
山内　　弘
山内　善浩
吉岡　利孝
昭和39年
赤平　和順
秋山　邦男
荒木多恵子
五十嵐　實
一戸　洋次
伊東　保之
太田　宏明
尾崎　一美
小田桐正孝
柿崎　光顕
笠井　哲哉
葛西　克彦
鎌田　重輝
光栄なつ子
古川　道雄
小坂　清弘
小林忠一郎
佐藤　　学
三戸　建次
白戸美智子
竹内　明夫
田沢　一之
舘田　勝弘
田中日出興
棚橋　達彦
田辺　和彦
寺山　弘彦
永井　雅廣
長尾　光洽
長崎　昭義

中林　裕雄
鳴海冨美子
鳴海　光彦
西嶋　正子
花田　安弘
藤井　資宣
三浦雄一郎
村上　謙藏
昭和40年
有賀　孝雄
井上　保子
内山　衆一
大高　勝造
奥平　洋子
小山内　晃
小野　善弘
加藤　勇一
菊地　正寿
菊池　正浩
北川　武彦
工藤　智規
工藤　　忠
斎藤　恭一
坂本　道彦
柴田　哲郎
関根百合子
高橋　修一
千葉　嘉之
中川千佳子
成田　助清
鳴海　道安
西沢　純悦
萩原　崇嘉
松江　　一
八木橋鉄弘
昭和41年
秋元　清仁
石澤　　誠
臼渕　　徹
大津　幸世
大中　　廣
小野　一男
葛西　恒雄
葛西　　敞
川越　啓一
川村　敏男

菊池せい子
菊谷　裕悦
北川　順一
工藤　　勉
小林　二郎
斎藤三千政
佐々木幸男
佐藤　　晃
塩田　宏三
塩谷　　晃
白戸　浩一
田澤　雄作
田中　正彦
對馬　　晃
戸澤　喜子
戸田　　憲
鳴海　弘夫
二川原敏信
二木美保子
肥後　　隆
福島　雄一
古市　豊司
町田才之丞
三浦　麗子
光弘　　隆
森　浩一郎
安田　俊夫
昭和42年
荒井　恵子
荒城　　正
今岡　洋子
尾板　正人
小田　　至
小野ふさ子
折原　　裕
工藤　健造
工藤　時子
小林　繁樹
桜庭十三夫
高橋　　透
高橋　遵子
武田　　修
谷淵　秀光
土岐　憲二
奈良岡修一
成田　堅生

福島　　崇
盛　　文武
八木橋勇治
吉沢　隆治
昭和42年通
鎌田　玲子
昭和43年
秋元　義禮
犾守　絹江
一戸　　敏
蝦名　　修
加藤　一眞
工藤　義春
小寺えみ子
後藤　　博
櫻庭　雅幸
七戸　　一
篠崎　珠樹
鈴木　明子
須藤　正光
関場　慶博
高橋　憲三
竹内　幸子
対馬　省次
中野　京子
野呂　幸男
花田　鎮雄
菱谷　豊章
松井　信雄
宮田　芳明
山内　春勇
山田　良一
山上　佳男
昭和44年
石岡　　昭
今泉　良郎
海老名徳雪
小野　徳昭
川村　広明
工藤　博明
工藤　良一
古川　　隆
古村　直樹
神　　繁司
常田　　孝
奈良　誠一

西尾　幸一
西谷　　栄
野口　章子
繁在家　昇
福山　直人
藤田　道昭
松野　俊子
三浦　祥英
三國　典昭
昭和44年通
工藤兼太郎
佐藤ふじ子
昭和45年
青山　仁志
秋元　英志
遠藤　　真
太田　博康
大津　友見
鎌田　　恒
川越流美子
川村　邦明
菊池　　潔
木村　　明
木村　郁子
高橋　行吉
田端　優子
中野　幸子
中村　公彦
成田　和義
成田　則正
宮本　和平
山田　　仁
矢本　嘉則
昭和46年
石岡真智子
枝村　則彦
工藤千恵子
工藤　清文
今　　隆志
佐伯　幸弘
塩見　知子
渋谷　　明
下山美保子
須藤　俊之
滝渕志津子
田金　順弘

中嶋　和郎
中嶋　　均
中田　義則
永吉　規子
西澤　明子
平尾　雅世
布施　協一
村上豊千代
昭和47年
五十嵐郁男
石岡　昭年
石岡　具子
今井　高志
角田　宏明
木村　　誠
黒滝　恭一
齋藤三千義
三浦　　彰
宮川　修一
山本　一利
昭和48年
加福　康麿
木村　勝康
工藤　武重
小松　明夫
佐々木　修
大坊　民夫
中田　龍子
服部　　庸
藤岡　隆昭
藤田　雅俊
増田　章子
町田　光司
松本　　了
三上　信久
三明　智彰
山内　誠一
山上美情子
幸田　茂雄
吉田　　仁
世永　晃生
昭和49年
阿部　尚子
大滝　次雄
岡本　栄子
笹　　　裕

柴田　政子
瀧本　壽史
成田　清文
根深　　忠
梁原　裕志
福井　次郎
福島　伸雄
堀内　治子
円山　昌子
三浦　幸弘
三上　昌樹
山形　　陽
幸田　正美
横山　幸雄
昭和50年
石川　　玲
伊藤　雅一
岩崎　　一
鴨下　厚子
川嶋　純子
菊池　裕一
佐々木克治
須藤　　悟
鶴山るり子
鳥居　　誠
成田　洋子
昭和51年
荒井　元明
太田　　斎
小菅　園子
佐藤　　仁
中島　易子
三上　栄子
三上　洋子
幸田　恵子
渡部　　司
昭和52年
秋田谷和直
海老名英俊
尾崎　俊寛
小山内清和
菊地　清夫
工藤　雅哉
斎藤　和子
坂本　光博
須藤まゆみ

越後谷直樹
大湯　淳功
鎌塚　吉忠
工藤　慎悦
工藤　誠治
児玉　達彦
佐々木直裕
佐藤　正幸
佐藤　光男
嶋脇　秀隆
白石千寿子
神馬　裕司
田中　圭子
谷田　尚子
成田　俊吾
三浦　理香
三上智久子
宮川　耕一
昭和57年
工藤　清彦
齋藤　晴彦
佐藤　記一
佐藤　亮介
関　　昌子
高橋みどり
竹子　　生
中村　徳秀
水木　久夫
南　直之進
森　　岩樹
山口　晴弘
昭和58年
芦田　斉子
大湯　智行
小友　勇人
小濱　正文
鈴木　　誠
盛　　和行
昭和59年
久保由佳子
佐藤　伸之
鈴木　孝之
須藤　武行
竹田奈津子
成田　　治
平井　隆樹

昭和60年
内海　　剛
神山　恵美
葛原　秀人
成田　昭吾
濱口　祥子
昭和61年
明本　康伸
浅瀬石久仁子
浅瀬石　悟
一戸まき子
伊東　　健
大中　　実
葛西　広海
加藤　　武
兼平　　裕
木村　次郎
齋藤　　等
水木　夏彦
宮腰　淳一
三和　聖徳
八木橋靖子
横澤真理子
昭和62年
清野　暢邦
高木　　徹
田中　真紀
奈良岡広二
花田　勝彦
鼻和　敏夫
平岡　　学
前山恵理子
昭和63年
内海　健介
小笠原康雄
櫛田　智美
佐藤　　直
白戸　克明
鳴海　　景
三上　　正
水木　道子
三和　公也
平成元年

斎藤　　香
清野　月世
原　　直美

番場　泰文
蒔苗　伸郎
三浦　真介
宮腰　直樹
平成２年

石橋　裕子
川村　啓之
菊池　理子
平成３年

今井知世子
工藤絵里子
工藤　康生
成田　諭隆
西田　明美
三浦　　行
三和　貴道
山口　真吾
山口　静香
平成４年

小舘　浩史
菅原　宏之
寺山　明哲
十川　恒寿
成田　千恵
福井　隆修
水木　正朝
平成４年通
飯塚　明廣
平成５年

五十嵐喜代敬
鳴海　雅子
伴　　一聡
平成６年

阿部　高士
千葉もと子
奈良　文生
平成７年

石戸　康幸
西澤　秀哉
三浦　貴之
平成８年

古川　大吾
西沢　尚徳
平成９年

秋元　　禮
工藤　和洋

倉坪　洋平
栗形　悠平
今　　昭人
中道　哲郎
乳井　麻乃
三上　洋平
村上　義親
平成９年通
山内　明示
平成10年
大平　　明
倉坪　耕作
高橋　一徳
山口　章江
山崎　直洋
平成10年通
石川　リヨ
平成11年
秋元　　義
鍵谷　弘次
今　　剛志
西野　　智
日景　聡子
三國　典央
平成12年
菊池　　勲
高橋　秀徳
中道　卓郎
日景　研一
平成13年
鎌田　耕輔
佐藤　史章
高橋　辰徳
安田　一夫
平成14年
柿崎　　彩
今　由起子
中道　健郎
平成15年
石岡　　学
鍵谷真理子
笹　　晃説
佐藤　元哉
田中　希依
平成16年
秋元　　優

今　　一幸
高橋　枝み
根深　忠大
日景　瑞奈
平成17年
石岡奈々実
海老名紀廣
工藤　文昭
須藤　　脩
橋本はるか
日景　明夫
福山　朝子
平成18年
市川　淑恵
井上　玲奈
小館　佑介
田中　亜実
根深　友希
日景　秀徳
八重畑佑一
矢本　真丈
平成19年
勘林登貴子
小館フユミ
平成20年
青山康太郎
市川　奈菜
木村　玲美
工藤真梨子
黒滝　知優
高橋　実か
橋本浩太郎
福山　寛人
山谷　紋央
矢本　愛佳
平成21年
柿崎　沙野
木村　圭太
木村　美和
橋本　晶平
南　　弘毅
村上　　翔
平成22年
井上　　瑛
加藤　　剛
小館　里依

齊籐真依子
三上　　文
平成23年
芦田　夏葵
市川英里香
大津　恵美
小山内修平
岸　　研登
木村　沙耶
小林　繁明
東浦　　遥
藤本　浩史
三浦　慧太
平成24年
三上　優生
南　将之進
前田　貴子
特別会員

飯田　淳一
石川　　緑
岩田　秀夫
宇藤　裕夫
大瀬　幸治
加藤　久子
金谷　克憲
川口　　智
菊池　　敬
熊坂　長敏
小向　　博
古山　哲司
櫻田　泰弘
佐々木康人
鈴木るり子
外川　裕子
高橋　菊弥
田中　勝男
谷淵　敏子
寺田　徳子
中道　　哲
中村　宰和
奈良　昌孝
早川　博文
日景　正敏
三上由美子
山田　陽子
毛内志のぶ

坪水　直子
虎谷　正三
奈良　俊一
野呂　直宏
牧野　吉伸
昭和53年
柿崎　順子
木村　真明
工藤　敏彰
嶋脇　秀徳
竹浪　　仁
田澤昭次郎
外崎　佳造
福田　祐明
水木　清治
吉岡　正俊
昭和54年
飯塚　貞子
長利　伸一
小野　正己
川崎　恒俊
須藤　朗孝
高井　博基
中村　　佐
成田　俊介
藤田　正雄
水木　道義
八木橋善行
米谷　　勲
昭和54年通
斎藤ミキエ
昭和55年
芦田　豊昭
大間　祥宏
鈴木　珠敏
高橋　伸光
田名部正成
中野渡瑞子
中村　典雄
藤田　昭彦
松原　真美
松本　光生
山口　美穂
昭和56年
阿保　雅幸
荒井　優子

月 日 行　事　名 参加者

4 5 第４回同窓会報（24号）編集委員会 ９名

24 同窓会役員会 48名

29 尾上支部総会 24名

29 三一会 30名

5 17 第１回総会実行委員会 23名

19 仙台学生会 24名

20 関西学生会 20名

24 二七会（27卆） 30名

6 7 会報編集委員会・ウェブ委員反省会 ９名

9 板柳支部総会 24名

15 第２回総会実行委員会 29名

16 札幌鏡ヶ丘同窓会総会 18名

17 宮城鏡ヶ丘同窓会総会 32名

19 双葉会（28卒） 26名

23 平賀支部総会 22名

29 教育庁支部総会 34名

7 5 第３回総会実行委員会 19名

7 鏡ヶ丘同窓会総会 285名

7 鏡ヶ丘同窓会ゴルフコンペ 未確認

27 鏡ヶ丘同窓会総会反省会 14名

28 30年会（30卒） 60名

8 4 新潟鏡ヶ丘同窓会総会 ８名

11 よこの会（45卒） 98名

12 円の会（51卒） 未確認

12 平三会（平３卒） 66名

12 第32回鏡ヶ丘親睦野球大会 未確認

14 さんきゅう会（39卒） 未確認

14 四一会（41卒） 39名

14 獅子の会（44卒） 45名

14 孫の会（48卒） 未確認

17 五所川原支部総会 27名

9 2 二六会（26卒） 未確認

22 三二会（32卒） 54名

10 7 大鰐支部総会 22名

13 東京鏡ヶ丘同窓会総会 135名

14 関西鏡ヶ丘同窓会総会 23名

11 15 青森支部総会 56名

12 8 県庁支部総会 57名

1 2 平五会（平５卒） 90名

19 田舎館支部総会 28名

24 第１回同窓会報（25号）編集委員会 8名

2 23 藤崎支部総会 35名

28 同窓会入会式 278名

3 21 第２回同窓会報（25号）編集委員会 7名

4 1 同窓会監査 2名

＊この他に、130年記念事業各委員会による会合が何度も持たれました。
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 巨大アップルパイで弘前を PR
南　直之進さん（昭57卒）

　「巨大アップルパイギネスに挑戦する会」（現在、会員42名）の事
務局長を務める南直之進さんは、1年間に50回以上もアップルパ
イを焼くために出向くそうです。市内はおろか手弁当で県外へ（出
張依頼をした先から手当が出ることもあるようです）。明治神宮
で行われたイベント「とことん青森MAX」や、函館のレンガ倉庫で
焼いた直径２メートルものアップルパイはインパクト大で「りん
ごのまち弘前」をＰＲするには十分な効果があります。また、東日
本大震災の被災地である岩手県宮古市、釜石市などからも要請が

あった時には巨大アップルパイを持ち込んでもいいものだろうかと躊躇したようですが
「温かくて甘いもの」がほしいと言われ、足を運ぶことにしたそうです。
　これらの活動が認められ、昨年 11 月には弘前商工会議所街づくり大賞を会として受賞。
その他にも南さん自身が平成 24 年度弘前市リードマン（理念を持って地域づくりに活躍
している実践者）に認定されました。しかし、これは巨大アップルパイの活動だけではなく、
市内の道に親しみやすい名前（北大通り・茜通りなど）を付ける活動や、白神山地の大川
で自然に親しむ機会を子供たちに提供したりしたことが
認定理由だそうです。
　さて、巨大アップルパイですが、今後は大きさもさる
ことながら、パイを焼いた回数とか、提供した枚数でギ
ネスに挑戦していきたいと南さんは語っていました。是
非とも頑張ってほしいと思います。

記：橋本貫司（昭52卒）

 なりたいわたしになる
古山和香子さん（平９卒）

　平成24年４月「八重子の桜」にて、颯爽の作家デビューをはたし
た古山和香子さん。デビューを機に、６月地元弘前に帰り、執筆活
動中である。出版のきっかけは、ご自分のブログに作品を連載した
ところ、興味をもった出版社の方から連絡が入り、デビューとなっ
た。古山さんいわく、どこからチャンスが来るかわからないと言っ
ている。小説は、大学時代から書いていた。実体験ではなく、見たり
聞いたりの中で自分の中へ取り入れ、物語にしている。小学生の頃
は、少女マンガが大好きで、友達と交換日記のように、創作のマン

ガリレーをしていた。弘前高校には、中学浪人をして入学。どうしても弘高には入りたかっ
たそうで、あきらめず信じて突き進めば叶えられるという、その経験、人生が小説に活かさ
れている。高校では、野球部のマネージャーをしていた。なんと私と同じ！縁を感じました。
次回作は？と尋ねたところ、出版は決まってはいないが、青少年向けの童話を出したいと、
執筆中である。好きな作家は、小川未明。いかにして自分が生きてきたか振り返り先をみれ
ば感謝だと言っていた。自分の感覚を信じ、感じるものを受け入れ進んでいけば、たとえ時
間がかかっても現実になる。叶えられる。その大きな
瞳が、輝き遠くを見つめていた。「八重子の桜」を読む
と、懐かしい情景が浮かんでくる。おとぎ話のような
恋愛小説。これからのご活躍を期待し、応援していき
たい。次回作が楽しみである。

記：高木恵美子（昭61卒）

 「一期一会」を発刊
黒瀧　睦子さん（昭61卒）

　「むっちゃんの詩集が出た！」との情報が舞い込んだ。黒瀧睦
子さんと私は同級生だ。物理のベクトルの問題を一緒に解いた記
憶がある。お弁当を食べながら、テレビの話題で盛り上がった、
高三の頃。でも、詩、書いていたかしら…？卒後再会した彼女には、
高校時代と変わらぬ雰囲気と共に大人の穏やかさが加わっていた。
詩を書き出したのは本当に、ここ、３、４年とのこと。ある時突然、
言葉が自分の中に降りて来た感じと話してくれた。ほとんど推敲
されることはないという、その言葉は無駄がなく、荒ぶることも

なく、静かに物事の本質を捉えている。そこには当たり前の日常の中の静かな幸福感が流
れている。表現するということが、自分の内を暴くことに拠るのではなく、ホーキング博
士のワームホール理論のように別の世界との一瞬の接点によってもたらされるものなのだ
としたら、きっとそんなこともあるのだろうと思わせてくれる。しかし、それは物理学を
専攻した彼女の、物事の普遍性を見極めようとする観察眼がもたらすものに違いない。彼
女の心の波動と共鳴して紡ぎ出される言
葉なのだ。「でもね、リズムが悪いなあと
思うことが多いから、言葉のリズムを感
じようと試みているの。」あの頃と同じ笑
顔で話してくれた。益々のご活躍を期待
いたします。

記：八木橋靖子（昭61卒）

 世界と戦うシャンチープレーヤー
田中　　篤さん（平元卒）

　「日本代表」…というと遠い世界に思われる。サッカーのＷ杯や
オリンピックをイメージする人が多いだろう。田中篤さんは私の
２学年上の将棋部の先輩で、よく将棋を教えていただいていた。
　大学生だったとき、中国に留学していた友達がシャンチー（中
国将棋）の盤駒を買ってきた。田中さんが日本の将棋が強いのを
知ってのことだった。シャンチーは日本の将棋と昔懐かしの軍人
将棋が混ざり合ったようなルールでおもしろかった。これがきっ
かけで田中さんはシャンチーに興味を持ち、中国語で書かれたシャ

ンチーの本も買って勉強するようになった。言葉はよくわからなかったが、図面と棋譜（数
字の記録）で何となく理解しプロの棋譜を並べるうち力をつけていった。
　国内の大会で好成績を収め世界選手権大会に出られるまでになった。マカオ代表の中国
人選手に勝ったときは、シャンチー棋院のサイトで「大番狂わせではないが日本の田中が
中国人選手を破って並ではない棋力を示した」と紹介された。世界選手権は２年に一度開
かれ、田中さんは今年７大会連続出場となる。言葉
は通じなくても盤をはさんで同じことを考え、それ
で意志が通じるのがシャンチーの魅力と田中さんは
語る。近年日本の将棋も海外で人気が高まっていて、
興味を示す外国人選手がよく田中さんに勝負を挑む
とか。これからも世界と交流を深め、いつか優勝を
と願っています。

記：三浦　行（平３卒）

昭和９年
杉浦　次郎
昭和10年
花田　　潔
盛田　　稔
昭和11年
菊池　武正
中村　道郎
昭和12年
千葉　彦二
松木誠一郎
昭和13年
櫛引　金治
長谷川　舒
昭和14年
石岡　　貢
柿崎陽三朗
前田　幸一
昭和15年
大平　喜彦
豊田　吉郎
昭和16年
佐藤　慶三
武藤　善美
昭和17年
対馬　和郎
新岡　徳治
松井　一郎
昭和18年
川崎　亮一
工藤　俊夫
黒滝　淳一
中村善佐衛門
安田　二朗
山内　　孝
昭和19年
葛西　良男
工藤　順三
工藤　邦男

藤山　由造
松井　　鼎
山崎　俊三
渡辺　健三
昭和21年
鈴木　淳一
相馬　達雄
中山　将明
三浦　光義
山田　新一
昭和22年
阿部　恒彦
荒谷　五郎
今井　秀夫
金崎　昭三
川崎　吉充
坂本　育造
佐藤圭一郎
須藤　倫行
手塚　　敏
東海　久雄
豊田　伍郎
鳴海　怜次
橋本　亮三
三浦　　實
山内　恒男
昭和23年
秋元十三郎
石郷岡　隆
小宅　弘道
蔭山　光顕
櫻庭　　朔
高橋　　章
田中　　玲
富澤　成美
外山　親俊
中村　　豊
福士　和衛
福士　文雄
三上　和彦
昭和24年
秋元　良三
石岡　晶敬
猪股　圭二
岩間純二郎
長利　清弘

小野　圭吾
兼田　洋三
川崎　勝巳
川村　昭男
武田　隆治
福津　辰大
古市　誠治
松盛　陽二
盛　　嘉次
昭和25年
会津喜久造
会津　孝蔵
阿部　泰久
五十嵐邦享
一戸　克夫
伊藤　正樹
岩谷　　剛
海老名清美
尾坂　昭治
小山内重治
小山内信昭
長内　昌美
葛西良二郎
神田晃太郎
菊池　　武
工藤　浩之
工藤　正昭
佐賀　郁朗
坂本寿太郎
桜庭芳太郎
佐藤　　茂
清水　行正
下山一二三
神　　弘見
田澤　安宣
千葉　　護
長尾栄一郎
永沢　　寛
成田　　努
成田　瑞穂
鳴海　康安
鳴海　昭文
花田　喜一
原　庄三郎
蒔苗　　實
松山　宗平

昭和26年
秋元　義隆
荒井　祐蔵
石戸谷　武
一戸　　宏
岡田　勇吾
小山内英造
小野　　晃
葛西　昭蔵
葛西　恭治
梶野　良二
木村　光敏
工藤晋三郎
坂岡　　博
佐々木稔雄
佐藤昌覚郎
柴田　　晋
関　登志雄
相馬　昭典
建部　高明
田中　光世
田辺　　実
中嶋嘉四雄
中村　　孝
中村　雄三
成田　昌次
西塚　　眞
町田　宇平
松本　　巌
松山　孝弘
三浦　行一
村田　　弘
安田　良樹
山崎　幸夫
山本　治郎
横島　　茂
若松　清吾
昭和27年
阿蘇　　哲
石岡　正憲
石岡　　満
石堀　哲男
梅原　正年
蝦名　保雄
大高喜久夫
長利　暢雄

小山　　毅
葛西　　正
加藤　一男
菊池　武弘
北畠　顕文
工藤　良平
工藤　堅二
小枝　清作
児玉　俊助
斎藤　　寛
境　淳一郎
桜庭　　旭
櫻庭豊三郎
佐々木恵吉
佐藤　君雄
荘司　道夫
神　　武弘
杉浦　銀策
相馬　英三
高谷　博文
田口　公大
竹田　良三
竹原　昭雄
田澤　正美
田澤　和郎
田辺　靖彦
中村　義弘
新戸部満男
野原　敏昭
長谷川　巌
三浦　義光
三上　昭夫
三上　靖介
三上　満雄
三橋　　寛
宮川　二郎
盛　　清祐
盛　　義明
山内　尚道
山内　博尚
昭和28年
池田　　敬
石坂　　浩
石戸八千代
長部日出雄
小山　秀弘

加茂下　豊
川野名　靖
齋藤　春彦
櫻井　　溥
三戸　一孝
白戸　英一
神　　正道
新宅　清司
須郷　健市
須藤　　惇
対馬三四年
中西　充子
夏坂　栄一
成田　一典
鳴海　満朝
花岡　宏六
福士知英子
真嶋　　淳
松山壮一郎
村谷　邦男
渡辺　厚吉
昭和29年
新谷　　勉
池田　浩三
石川　賢助
泉　　　嶺
一条　琢子
大和田一衛
小山内　裕
小田　純士
葛西　常美
梶野　敦子
加藤　順治
金枝　　亮
川村　　年
川村　美通
工藤　とし
黒岩　隆介
古川　力男
小濱　正春
小林　　勇
小林　貞三
小林　陽三
古村　満喜
斎藤　政一
斎藤満智子

斎藤　　周
斉藤　　斉
笹谷柾四郎
佐藤　　剛
澤田　　静
嶋脇　英司
神　　忠男
杉田利八郎
鈴木　漾子
相馬　慶造
田澤千代子
成田　惠子
成田　静雄
鳴海　　隆
西田　容三
野呂　　謙
花田　瑞穂
花田　聡子
林　　朋衛
平栗　城志
藤田　　功
船水　清美
前田　弘子
宮川　　昭
宮川潤次郎
宮地　孝雄
宮本奈々子
村田　範子
村谷　令子
山口　幸夫
山崎　ヤヱ
山本由紀子
吉川　瑞浩
渡辺　健一
昭和30年
秋元良之祐
阿部　和悦
石岡　秀治
猪股　　敏
今井　　孚
大村　嗣郎
鎌田　健造
鎌田　禮志
萱野　　彰
川原田久雄
木村　弘三

木村　忠資
木村　昱介
工藤多喜二
工藤　武三
黒瀧不二夫
小枝　昭一
後藤　荘平
斎藤　　哲
坂田　宗等
佐々木一雄
佐々木　淳
佐藤　一生
佐藤誠四郎
地主　静生
鈴木　　弘
祖父尼賢一
高木　了司
高梨　和夫
田口　鉄治
田中　幸子
対馬　初美
土田　　謙
中田　健造
中野　健治
奈良岡幸弘
成田　静司
鳴海　弘憲
鳴海　　紀
福士　六郎
藤田富美子
船水　静児
三上　尚義
三上　忠二
三和　孝徳
八木橋良範
安田　周平
昭和31年
会津　清英
太田　耕正
長利　浩三
唐牛　　襄
楠美　明子
工藤　光男
工藤　久雄
齊藤　嘉州
佐々木孝司

佐藤　泰弘
須藤　和信
瀬尾　孝文
丹藤　公雄
千葉　光政
外崎　　昭
中野　祐輔
西谷　耕治
長谷川了信
藤木　義行
舟本　　統
松山　和夫
松山　哲三
三浦　妙子
水木　哲男
八木橋栄一
山本　嘉政
横岡　　一
昭和32年
秋元　善智
阿部　恵子
安倍　政幸
阿保日出一
荒川　　紘
石戸谷　弘
石橋　憲興
一戸惇一郎
一戸純三郎
一戸　博臣
今井　忠利
岩渕　弘子
小笠原愼逸
小笠原　勲
小笠原時雄
小野　博光
角田　秀雄
木村　　進
楠美　和文
工藤　秀久
工藤　栄一
小舘真佐夫
小舘　玲子
斎藤　　守
斎藤　　肇
佐々木　巌
佐々木孝明

佐藤　　正
佐藤　　勉
佐藤　章道
佐藤　光春
渋川　尚文
島中　　弘
高松　隆清
田澤　郁夫
外崎奈奈美
長尾　章二
中村　　健
名古屋和夫
成田英久範
鳴海　弘明
西澤　昭悦
西村　　健
芳賀　文彦
長谷川勝勇
原子　典文
福士　壽一
福士誠一郎
福原　　幸
藤田光三郎
船水　長昭
堀川永一郎
松浦　恭子
松山　繁夫
松山　久雄
松山　正毅
真野　　洋
三浦　精子
三上　瑛子
三上　　惇
森田　昌好
八木橋常和
矢田　　治
山口　耕造
山本　セツ
世永日出雄
昭和33年
石田　　稔
大川　俊雄
工藤　一夫
工藤　直樹
小林　泰秀
酒井　重名

澤田　浩佳
鈴木　敬子
鈴木　孝英
須藤　　建
隆島眞喜子
竹内　健二
竹谷　好弘
田中　　仁
田中　浩子
中畑　忠弘
中村　直司
奈良　壽眞
成田　裕司
鳴海　　諄
二川原誠逸
則田　智寿
野呂　陽一
花田　誠三
花田　幸三
原田　幸弘
樋口　喆也
福原　建三
伏見　静夫
船水　義三
三浦　昭子
三浦　紀子
水木　厚美
山口　眞彦
山田　誠司
若松　　隆
昭和34年
石黒　紘一
石戸谷啓子
小野　光貞
川村　永三
川村　貞夫
川村昇一郎
木村あさの
工藤紀千蔵
工藤　眞生
工藤　哲生
栗林　欣一
黒滝　信行
小枝　兼悦
斎藤　　紀
笹　　　進

佐々木重昭
佐藤　　眞
佐藤　隆雄
佐藤　睦子
塩谷　駿二
島中　　誠
白取　輝夫
住吉　一紀
関　　邦男
田口　順子
田中　豊和
田村　郁子
塚本　康喜
柘植　順子
冨田　重照
中村　勇一
成田　昭紀
成田　紘基
鳴海　泰典
西谷　邦男
野宮　正行
廣瀬　　博
福士　　宏
福士　　謙
福田　忠敏
蒔苗　伸一
三浦　玲子
三浦　幸雄
山下陸奥男
山本　正紀
吉田　　彰
昭和35年
秋本　　博
秋本　昭子
五十嵐弘子
今井　健夫
岩渕　光伸
岡部光太郎
小山田顕裕
加藤　弘治
工藤　勝弘
黒沼雄喜男
佐藤　公征
佐藤　祥子
佐藤　陽子
須藤　　宏

竹内　正隆
舘山　公文
田中　　浩
玉田　友一
千田　勝弘
千葉國美津
中道　靜郎
成田　正光
二川原和男
橋本八重子
肥後　和保
藤澤　一夫
藤田　善徳
逸見　直義
蒔苗　忠典
松尾　徹也
宮川　忠義
森岡　啓二
山形　英雄
山本　善弘
横山　　篤
昭和36年
相沢　　恒
赤坂　桂吾
浅利　朝子
油川　義博
石岡　　隆
石川　良子
内海　俊治
大場　良平
大湯　芳文
小笠原　弘
金沢百合子
川村　哲子
北畠千賀子
工藤美智子
工藤幸七郎
工藤　直人
久保田隆二
斎藤　正一
斎藤　雪雄
櫻庭　忠雄
佐藤　光毅
佐藤　康二
高橋　信進
高松　秀興

田辺欣二郎
土屋比呂幾
中西　重嗣
成田　郁夫
鳴海　忠孝
松井　睦朗
三浦きく子
三浦　セツ
三和　公明
森山　和子
森山　武彦
森山　芳宏
昭和37年
青山　晃淳
赤石　昭次
荒関　博章
小川　睦男
小山内信一
長内　　健
小田切克彦
落合　昭子
帯川　雄三
加藤　正大
加藤　　裕
菊池　昭夫
木田　多聞
京野　　巖
工藤　　剛
工藤　弘典
斎藤　重周
櫻庭　　勤
嶋津　一彦
下山　　康
田口　　隆
竹浪　勍佑
竹谷　勇勝
敦賀　哲朗
鶴田　洋史
戸澤　正誼
富島　英宇
中島　靖雄
花田　忠夫
原　　俊輔
東　　好弘
福士　貞夫
柾木　尚義

桜庭　陽三
佐藤　万吉
柴田昭太郎
清野　　隆
清野　利保
高山　良二
田中　健雄
時任　昭二
成田　孝好
丸山　隆次
矢田　慶治
山田　吉弥
吉岡　隆一
吉崎　修蔵
渡辺　弘之
昭和20年
相坂　正夫
秋元　和好
一戸　良七
一戸　孝七
海老原　巽
大西　　稔
小川　　敦
小野　敏男
葛西　栄治
黒滝　　寛
黒瀧　秀昌
小嶋　誠一
斎藤　義一
斎藤　　健
境　辰五郎
佐々木義郎
桜田　純造
七戸　　靖
鈴木　慶照
相馬　正勝
奈良岡辰夫
花田　郁男
福士　主計

昭和62年3月　日本大学工学部
　　　　　　　建築学科卒
平成16年4月　株式会社南建設
　　　　　　　代表取締役社長
　　　　　　　就任

略　歴 平成元年　茨城大学人文学部入学
平成５年　茨城大学人文学部卒
平成13年　シャンチー（中国将棋）
　　　　　世界選手権に初出場
平成15年　世界選手権５位入賞
　　　　　日本シャンチー協会監事
　　　　　として活躍中

略　歴

略　歴

平成３年３月　 弘前大学理学部物理学科卒業
　　　　　　　  株式会社トプコン研究所に２年間
　　　　　　　  勤務後帰弘、康之氏（昭61卒）と
　　　　　　　  結婚。現在に至る。
平成23年　　　第二回日本文学館詩集大賞受賞
平成24年３月　日本文学館より「一期一会」発刊

平成14年　同志社大学 法学部卒業
平成18年　イタリア留学
平成21年　ソムリエ取得
平成24年 「八重子の桜」でデビュー

略　歴
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１
９
７
４
（
昭
和
49
）
年
卒
、

四
駆
会
の
一
人
で
す
。
北
海
道
に

移
り
、
今
年
が
31
年
目
に
な
り
ま

し
た
。

　

道
外
や
海
外
か
ら
の
知
人
に
北

海
道
を
紹
介
す
る
ネ
タ
が
い
く
つ

か
あ
り
ま
す
。
道
路
に
は
熊
が
歩

い
て
い
る
し
、
エ
ゾ
シ
カ
が
走
っ

て
い
る
。
凍
ら
せ
た
く
な
い
も
の

は
冷
蔵
庫
に
入
れ
る
。
寒
さ
で
鳥

が
落
ち
る
。
こ
ん
な
話
に
驚
く
反

応
を
楽
し
む
の
で
す
。
最
近
は
温

暖
化
か
ら
か
、「
米
ど
こ
ろ
」
が

加
わ
り
、
勝
て
な
い
コ
ン
サ
ド
ー

レ
に
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
、

と
話
題
に
は
事
欠
か
な
い
の
で
す

が
、
一
番
の
自
慢
は
広
い
大
地
と

新
鮮
な
空
気
、
水
、
食
べ
物
、
そ

し
て
、
人
間
の
限
界
を
思
い
知
ら

さ
れ
る
圧
倒
的
な
自
然
の
力
で

す
。
と
こ
ろ
が
北
海
道
民
は
そ
の

財
産
に
慣
れ
親
し
ん
で
い
る
か
ら

か
、
無
い
も
の
に
憧
れ
ま
す
。
都

会
で
あ
り
、
流
行
で
あ
り
、
消
費

す
る
こ
と
で
す
。（
最
近
は
そ
の

こ
と
を
意
識
し
大
切
に
す
る
道
民

が
増
え
て
き
て
い
ま
す
が
）

　

50
代
の
後
半
に
入
り
、
自
分
の

足
跡
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
る
時
に

思
う
の
は
、
次
世
代
や
孫
世
代
に

残
す
日
本
の
姿
で
す
。
望
む
の
は

経
済
的
な
豊
か
さ
、
携
帯
電
話
の

Ｃ
Ｍ
と
お
笑
い
が
幅
を
き
か
す
テ

レ
ビ
番
組
、
疲
れ
て
い
る
大
人
と

自
殺
者
の
多
さ
―
こ
ん
な
社
会
の

姿
で
は
な
く
、
地
域
の
風
土
や
文

化
を
誇
り
に
、
し
っ
か
り
と
自
分

の
眼
で
確
か
め
価
値
を
見
極
め
る

こ
と
の
で
き
る
人
間
を
育
て
る
、

そ
の
た
め
の
教
育
を
立
て
直
す
こ

　

彼
は
、
学
生
帽
の
人
で
し
た
。

３
年
間
学
生
帽
で
通
学
し
た
唯
一

の
人
で
し
た
。記
憶
の
中
の
彼
は
、

学
生
帽
を
被
り
、
人
懐
っ
こ
い
笑

顔
の
、
い
つ
も
朗
ら
か
な
人
物
で

す
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
で
も
、
３
年

時
の
石
川
大
仏
公
園
遠
足
写
真
の

中
で
、
彼
は
校
章
で
あ
る
大
鵬
の

つ
い
た
学
生
帽
を
被
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
彼
は
米
国
ホ
ン
ダ
・
エ

ア
ク
ラ
フ
ト
・
カ
ン
パ
ニ
ー
の
社

長
の
職
に
あ
り
、
現
在
の
ホ
ン
ダ

ジ
ェ
ッ
ト
の
設
計
か
ら
開
発
、
市

場
参
入
と
、
そ
の
全
て
に
か
か

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
ホ

ン
ダ
が
手
が
け
て
い
な
い
事
業
を

牽
引
し
て
い
る
の
が
彼
で
す
。

　

彼
が
関
わ
っ
た
機
体
の
デ
ザ
イ

ン
は
２
０
０
７
年
日
本
グ
ッ
ド
デ

ザ
イ
ン
賞
の
金
賞
を
受
賞
、
さ
ら

に
２
０
１
２
年
９
月
に
は
航
空
業

界
で
最
も
権
威
の
あ
る
米
航
空
宇

宙
学
会
の
「
エ
ア
ク
ラ
フ
ト
・
デ

ザ
イ
ン
・
ア
ワ
ー
ド
」
を
日
本
人

　

青
春
と
は　

真
の　

青
春
と
は

／
若
き　

肉
体
の
な
か
に　

あ
る

の
で
は
な
く
／
若
き　

精
神
の
な

か
に
こ
そ　

あ
る
…
…

　

勇
気
と
冒
険
心
の
な
か
に
こ
そ

る
彼
を
度
々
見
か
け

る
近
隣
女
性
が
心
配

す
る
ほ
ど
で
し
た
。

「
弘
前
高
校
の
授
業

に
つ
い
て
い
け
て
い

る
の
」
と
言
わ
れ

た
こ
と
が
あ
る
、
と

は
後
年
彼
の
母
親
の

話
で
す
。
文
武
両
道

を
体
現
す
る
人
で
し

た
。

　

私
が
初
め
て
学
生

帽
を
被
っ
て
い
な
い

藤
野
道
格
（
ふ
じ
の

み
ち
ま
さ
）
君
に

会
っ
た
の
は
、
三
年

前
の
夏
で
す
。
校
長

室
で
矢
本
校
長
に
陪
席
し
た
時
で

す
。
一
緒
に
帰
郷
し
て
い
た
彼
の

賢
娘
さ
ん
に
本
校
の
学
校
生
活
を

体
験
さ
せ
る
依
頼
で
訪
れ
た
時
で

す
。
薄
い
紺
色
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を

は
お
っ
た
彼
は
、
丁
寧
に
言
葉
を

選
び
な
が
ら
話
す
好
漢
で
し
た
。

お
よ
そ
世
界
市
場
を
相
手
に
し
て

い
る
と
は
想
像
で
き
な
い
お
だ
や

か
な
話
し
ぶ
り
で
し
た
。

　

北
の
果
て
の
海
に
棲
む
巨
大
な

魚
は
、
や
が
て
数
千
里
に
も
及
ぶ

羽
根
を
持
つ
巨
大
な
鳥
に
変
身
し

ま
す
。

う
こ
と
を
示
し
た
い
。
チ
ョ
モ
ラ

ン
マ
の
女
神
が
呼
ん
で
い
る
」
と

語
っ
た
。

　

そ
の
果
敢
で
粘
り
強
い
訓
練
と

実
行
力
に
、
世
の
高
齢
者
そ
し
て

私
た
ち
鏡
ヶ
丘
の
同
窓
生
が
毎
回

励
ま
さ
れ
て
き
た
。

  

三
浦
さ
ん
は
２
度
の
登
頂
後
、

次
の
目
標
を
「
80
歳
で
チ
ベ
ッ
ト

側
か
ら
登
る
」
と
定
め
た
。
翌
年

の
21
年
冬
、
札
幌
で
ス
キ
ー
中
に

約
４
㍍
転
落
し
、
骨
盤
と
肋
骨
を

折
る
重
傷
を
負
っ
た
が
、
リ
ハ
ビ

リ
を
続
け
復
活
を
果
た
し
、
ま
た

昨
年
の
11
月
と
今
年
１
月
に
は
、

不
整
脈
の
手
術
を
受
け
て
い
る
。

　

80
歳
で
の
挑
戦
に
あ
た
っ
て
、

「
今
ま
で
で
一
番
エ
キ
サ
イ
テ
ィ

ン
グ
な
挑
戦
。
人
類
の
可
能
性
を

開
く
ん
だ
！　

と
思
っ
て
い
る
」

と
語
っ
て
い
る
。

  
「
年
寄
り
の
半
日
仕
事
」
と
い

う
昔
の
こ
と
わ
ざ
を
山
歩
き
に
も

応
用
し
、
身
体
に
な
る
べ
く
負
荷

を
か
け
な
い
高
度
馴
化
を
、
自
ら

考
案
し
取
り
入
れ
て
き
た
。

  

３
月
26
日
に
日
本
を
出
発
し
た

が
、
国
内
外
各
地
で
神
仏
に
祈
り

を
捧
げ
、
無
事
を
祈
っ
た
の
が
印

象
的
だ
っ
た
。
標
高
８
０
０
０

㍍
、
気
温
マ
イ
ナ
ス
40
度
、
酸
素

編
集
委
員
会

（
編
集
長
）安
田　

俊
夫（
昭
41
卒
）

秋
元　

義
禮（
昭
43
卒
）

橋
本
　
貫
司（
昭
52
卒
）

高
木
恵
美
子（
昭
61
卒
）

八
木
橋
靖
子（
昭
61
卒
）

今
井
知
世
子（
平
３
卒
）

三
浦　
　

行（
平
３
卒
）

（
渉
外
部
）福
井　

次
郎（
昭
49
卒
）

中
村　

道
郎
先
生

　

渋
谷

　
龍
一（
昭
35
卒
）

　

渾
名
は
〈
ガ
リ
〉
そ
の
名
の
所

以
は
、
僕
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

真
面
目
で
、
物
事
の
け
じ
め
が
、

ガ
リ
ッ
と
し
て
い
た
か
ら
で
し
ょ

う
か
ね
え
。

　

国
語
の
先
生
で
、
お
だ
や
か
な

方
で
、
特
に
怒
っ
た
り
な
ぞ
、
な

ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
で
飛
翔
！

ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
で
飛
翔
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
野　

道
格（
昭

藤
野　

道
格（
昭
5454
卒
）
卒
）

　　

中
村

　
　
佐

中
村

　
　
佐（
昭
（
昭
5454
卒
）
卒
）

札
幌
か
ら
の
手
紙

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

ふ
る
さ
と
へ
の
思
い

札
幌
国
際
大
学
副
学
長
、人
文
学
部
教
授
、　

　
　
　

日
本
文
学
・
日
本
語
表
現

　
　
　

武
井

　
昭
也（
昭
49
卒
）

住
所
変
更
な
ど
は
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。（
電
話
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
０
１
７
２
―
32
―
８
５
４
５
）

ooooooooooooooooooooooooooooooooo

oo

o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o
o

さ
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

僕
は
、
先
生
が
現
役
の
頃
の
事

よ
り
、
弘
高
を
リ
タ
イ
ア
さ
れ
て

か
ら
の
印
象
が
強
い
ん
で
あ
り
ま

す
。

　

先
生
は
、
森
田
村
に
あ
る
森

田
学
園
の
園
長
を
な
さ
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
！　

と
こ
ろ
が
で

す
よ
！　

何
と
先
生
は
森
田
ま
で

走
っ
て
出
勤
さ
れ
、
森
田
か
ら
弘

前
ま
で
、
又
走
っ
て
帰
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
れ
も
、一
回
で
は
な
く
、

ほ
ぼ
毎
日
。

　

お
だ
や
か
な
風
貌
に
似

合
わ
ず
、
大
変
に
モ
ツ
ケ

な
先
生
で
あ
り
ま
し
た
。

剣
道
を
愛
し
、茶
を
愛
し
、

短
歌
を
愛
し
、
人
生
を
愛

し
て
、
現
在
（
２
０
１
２

年
）
92
才
。

　

す
ば
ら
し
い
人
生
の
先

輩
。
も
っ
と
も
っ
と
、
長

生
き
し
て
も
ら
い
た
い
で

す
ね
え
。

名

物
恩

師

列

伝

④

名

物
恩

師

列

伝

④

と
は
で
き
な
い
も
の
か
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
私
が
大
切
に
し
て
い
る

の
は
津
軽
の
風
土
や
人
間
模
様
で

す
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
い
る
だ

け
に
思
い
が
強
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
蚊
帳
と
蚊
取
り
線
香
の
匂
い

に
つ
な
が
る
水
田
と
茅
葺
き
家
屋

の
夏
景
色
は
、
う
る
さ
い
ほ
ど
の

蛙
の
鳴
き
声
と
な
っ
て
記
憶
か
ら

立
ち
上
が
っ
て
き
ま
す
。
ね
ぷ
た

の
太
鼓
と
笛
と
囃
子
、
浴
衣
姿
と

流
れ
る
汗
、
岩
木
山
と
公
園
の
桜

並
木
、
桜
祭
り
の
サ
ー
カ
ス
や
出

店
、
ね
っ
と
り
と
し
た
暑
さ
、
朱

塗
り
桶
の
煮
豆
売
り
、
屏
風
山
ス

イ
カ
の
呼
び
声
、
雪
の
匂
い
、
灯

油
ス
ト
ー
ブ
、
深
夜
放
送
。
何
か

を
考
え
て
い
た
高
校
時
代
を
恩
師

が
授
業
中
に
語
っ
て
く
れ
た
言
葉

や
表
情
と
と
も
に
思
い
出
す
こ
と

で
初
め
て
受
賞
し
ま
し
た
。

　

今
年
発
売
の
ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ッ
ト

は
、
他
社
の
同
ク
ラ
ス
の
ジ
ェ
ッ

ト
機
を
速
度
、
室
内
の
広
さ
、
燃

費
の
い
ず
れ
も
約
15
％
、約
20
％
、

約
15
％
凌
ぎ
、
さ
ら
に
驚
く
べ
き

は
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
価
格
は
他

社
と
ほ
ぼ
同
じ
と
い
う
点
で
す
。

　

ジ
ェ
ッ
ト
機
生
産
で
は
新
参
の

ホ
ン
ダ
が
、
か
く
も
話
題
を
集
め

て
い
る
の
は
、
彼
の
安
易
な
妥
協

を
求
め
な
い
正
面
突
破
を
図
る
戦

略
と
情
熱
の
た
め
で
す
。

　

彼
は
、
昭
和
54
年
３
月
に
弘
前

高
校
卒
業
後
、
東
京
大
学
航
空
学

科
か
ら
ホ
ン
ダ
に
入
社
し
ま
し

た
。

　

弘
前
高
校
在
学
中
は
卓
球
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
現
在
五
所

川
原
市
で
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し

て
い
る
寺
田
明
功
（
同
年
卒
）
君

に
卓
球
で
負
か
さ
れ
た
こ
と
に
発

奮
し
、
部
活
動
を
終
え
て
か
ら
も

卓
球
ス
ク
ー
ル
に
通
い
ま
し
た
。

朝
早
く
卓
球
ス
ク
ー
ル
に
出
か
け

／
青
春
は　

あ
る
／
臆

病
な
二
十
歳
が
い
る　

既
に
し
て
老
人
／
勇
気

あ
る
六
十
歳
が
い
る
／

青
春
の
ま
っ
た
だ
な
か

／
歳
を
重
ね
た
だ
け
で

　

人
は
老
い
な
い
／
夢

を
失
っ
た
と
き　

は
じ

め
て
老
い
る
…
…（「
青

春
」
＝
サ
ム
エ
ル
・
ウ

ル
マ
ン
／
自
由
訳
＝
新

井
満
）

　

５
月
23
日
正
午
、
三

浦
雄
一
郎
先
輩
が
80
歳

に
し
て
３
度
目
の
エ
ベ

レ
ス
ト（
８
８
４
８
㍍
）

登
頂
に
成
功
し
た
。

　

70
歳
で
初
登
頂
し
た
時
に
は
、

「
人
生
の
節
目
で
、
自
分
に
し
か

で
き
な
い
こ
と
に
挑
戦
し
た
か
っ

た
」、
75
歳
の
２
度
目
の
挑
戦
で

は
、「
高
齢
者
に
も
や
れ
る
と
い

　

弘
前
か
ら
直
線
距
離
に
し
て
約

１
万
４
５
０
０
キ
ロ
離
れ
た
米
国

ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
で
、
藤
野
君

は
大
鵬
た
る
ホ
ン
ダ
ジ
ェ
ッ
ト
で

飛
翔
し
て
い
ま
す
。

　

今
は
大
鵬
を
い
だ
く
学
生
帽
姿

の
生
徒
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
藤
野
君
は
今
も
被
っ
て
い

ま
す
。
ジ
ェ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス
と
い

う
荒
れ
狂
う
嵐
の
中
で
南
の
果
て

の
海
を
目
指
し
て
飛
ん
で
い
ま

す
。
そ
の
姿
は
、
ま
さ
し
く
一
飛

び
で
九
万
里
飛
ぶ
と
い
う
大
鵬
で

す
。

が
あ
り
ま
す
。

　

弘
前
高
校
の
財
産
は
有
能
か
つ

人
間
的
な
教
師
陣
で
あ
り
、
先
人

の
積
み
上
げ
た
歴
史
に
自
分
が
つ

な
が
る
と
い
う
意
識
を
持
て
る
こ

と
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
時
に
は
そ

れ
が
重
荷
に
な
っ
た
こ
と
も
あ
る

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
団
塊
の
世
代

を
追
い
か
け
な
が
ら
70
年
代
を
感

じ
、
土
手
町
や
新
寺
町
を
往
復
し

た
時
間
が
色
濃
く
残
っ
て
い
ま

す
。

　

ふ
る
さ
と
弘
前
と
家
、父
と
母
、

血
脈
、
そ
れ
ら
と
同
化
で
き
な
い

自
分
自
身
が
仮
の
姿
で
あ
る
よ
う

な
感
覚
を
忘
れ
さ
せ
な
い
た
め
の

場
所
で
あ
り
、
時
間
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
私
の
こ
れ
か
ら
の
目

標
は
森
の
中
で
暮
ら
す
こ
と
、
犬

と
馬
を
飼
い
、
文
学
に
向
か
い
合

う
生
活
で
す
。

555555555555555555

登頂！

80歳の青春 （TV画像から）

万歳！

出発前

三
浦
雄
一
郎
３
度
目
の
登
頂
果
た
す

三
浦
雄
一
郎
３
度
目
の
登
頂
果
た
す

エ
ベ
レ
ス
ト

エ
ベ
レ
ス
ト  

8080
歳
で
の
快
挙
！

歳
で
の
快
挙
！

世界を席捲！　ホンダジェット

濃
度
地
上
の
３
分
の
１
と
い
う
地

球
の
て
っ
ぺ
ん
で
、
訓
練
を
重
ね

て
き
た
80
歳
の
三
浦
さ
ん
の
快
挙

は
、
世
界
中
を
席
巻
す
る
ビ
ッ
グ

ニ
ュ
ー
ス
だ
。

　
「
い
つ
ま
で
も
青
春
！
」

〈
同
期
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
〉

●
新
戸
部
満
男
（
昭
27
卒
）

　
「
80
歳
の
気
概
で
す
。
ま
だ
ま

だ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
、
身
を

も
っ
て
示
し
た
。
目
的
を
持
て
ば

元
気
で
や
れ
る
。
若
い
人
は
こ
れ

を
良
い
手
本
と
し
て
ほ
し
い
。
彼

と
は
気
が
合
い
、
仲
良
く
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
彼
が
い
た
た
め
、

ス
キ
ー
部
が
優
勝
で
き
た
。
今
度

の
同
期
会
は
燃
え
る
で
し
ょ
う
ね
。

今
回
、
旧
制
弘
中
、
弘
高
、
弘
前

市
の
旗
を
エ
ベ
レ
ス
ト
に
持
参
し

て
く
れ
ま
し
た
」

●
梅
原　

正
年
（
昭
27
卒
）

　
「
夢
を
実
現
さ
せ
た
男
で
す
。

若
い
人
に
は
そ
の
た
め
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
当
時

私
は
テ
ニ
ス
部
、
練
習
場
所
の
取

り
合
い
に
な
り
ま
し
た
。
ス
キ
ー

部
の
彼
は
遅
く
ま
で
熱
心
で
し
た
。

こ
の
世
界
的
快
挙
で
、
弘
前
市
長

は
市
民
栄
誉
賞
を
決
め
ま
し
た
」

安
田　

俊
夫
（
昭
41
卒
）
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o
o
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o
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o


